
喫
茶
と
養
生
に

つ
い
て
の
中

日
比
較

1

唐

・
宋

と
鎌
倉

・
南
北
朝

を
中
心
と
し
て

李

暁

喫茶 と養生についての中日比較

は
じ

め
に

中
国
の
茶
文
化

の
発
展
史

に
お
い
て
、
唐
宋
時
代
は
そ
れ
が
最
も
繁
栄
し
発

達
し
た
時
期
で
あ
る
。
喫
茶
は
人
々
の
日
常
茶
飯
事
で
、
神
仙
道
教
思
想
や
新

し
い
医
療
理
論
と
係
わ
り
を
持

っ
て
、
食
療
養
生

の
効
験
が
あ
る
立
派
な
ド
リ

ン
ク
と
見
な
さ
れ
、
儀
礼
的

・
道
徳
的

・
審
美
的
な
ど
豊
か
な
人
文
的
意
味
も

与
え
ら
れ
て
い
た
。
従

っ
て
、

こ
れ
に
は
養
生

・
表
敬

・
修
身

・
雅
心
な
ど
と

い
う
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
文
化
体
系

を
形
作

る
よ
う

に
な

っ
た
。

日
本
の
鎌
倉

・
南
北
朝
に
お
け
る
茶
文
化

に
つ
い
て
、
熊
原
政
男
氏
は

『鎌

倉

の
茶
』

の
序
で
、
「鎌
倉

の
文
化
は
、
茶

の
文
化

で
あ

る
と
共

に
、
宋
元
の

文
化
で
も
あ
り
、
禅
の
文
化

で
も
あ
る
と
も
い
え
る
。
こ
れ
ら
が
鎌
倉
文
化
の

根
底
を
な
す
全
部

で
あ
る
と
は
言
わ
ぬ
が
、
少
な
く
と
も
大
き
な
面
で
、
こ
れ

(
1
)

ら
の
三
つ
が
持

っ
た
役
割

は
、
大
き

い
と
言
わ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
」
と

い
う
よ
う

に
指
摘
し
て
い
る
。

中
国
で
も
日
本
で
も
、
茶
の
養
生
保
健
の
効
き
目
に
関
す
る
認
識

・
利
用
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
茶
文
化

の
体
系
の

一
部

に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
喫
茶
養
生
説
は

古
代
中
国
の
茶
文
化

の
発
展
に
対
し
て
、
そ
の
勢

い
を
助
長
し
た
働
き
が
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
更

に
、
『喫
茶
養
生
記
』
な
ど
を
通
じ
て
、
鎌
倉
時
代

に
大

陸
の
茶
文
化
を
受
容
す
る
先
駆
け
と
し
て
、
日
本

の
茶
文
化

の
再
興
の
糸
口
と

な

っ
た
。
養
生
説
が
中
日
茶
文
化

の
交
流
史
に
お
い
て
果
た
し
た
特
殊
な
役
割

は
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
喫
茶
と
養
生
に
つ
い
て
の
研
究
は
中
国
側
に
は
な
か
っ
た
。
日

本
側
に
は
、
栄
西
と
か
、
彼
の

『喫
茶
養
生
記
』

に
関
し
て
沢
山

の
研
究
業
績

が
あ
る
が
、
茶
文
化

の
交
流
や
受
容

の
視
点
か
ら
の
比
較
研
究
は
あ
ま
り
多
く

な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
喫
茶
と
養
生
に
は
ど

の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
、

日
本
は
中
国
の
茶
文
化
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
の
か
、
従

っ
て
、
中
日

の
喫
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茶
養
生
観

に
は
ど
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る

の
か
、
小
稿
は
こ
れ
ら
を
探
究
し
て
、

次
の
よ
う
な
論
点
を
打
ち
出
す
。
即
ち
、
唐
宋
と
鎌
倉
南
北
朝
時
代

の
そ
れ
ぞ

れ
の
茶
文
化
は
、
茶
の
医
薬
養
生

の
よ
う
な
実
用
性
を
際
立
た
せ
た
け
れ
ど
も
、

両
方
の
旦
ハ体
的
な
内
容

の
中

で
相
違
も
沢

山
あ
る
。
中
国
の
茶
文
化

に
対
す
る

日
本
の
受
容
は
、
選
択

・
受
け
継
ぎ

・
改
変

・
発
展
と
い
う
よ
う
な
特
色
を
示

し
て
い
る
。
日
本
と
中
国

の
茶
文
化

の
差

異
は
、
栄
西
の
時
代
か
ら
出

て
き
た

の
だ
ろ
う
と
思
う
。

因
に
、
文
化

の
発
展

の
歴
史

は
、
必
ず

し
も
政
治

・
歴
史
の
変
化
と
は
完
全

に
シ
ン
ク
ロ
す
る
訳
で
は
な
い
。
唐
と
宋

と
の
茶
文
化
は
大
同
小
異
で
、

一
つ

の
総
体
と
見
な
さ
れ
る
。
元
代

の
茶
文
化

も
実

は
宋

の
継
承
で
あ
る
。
普
通
、

中
国
の
文
化
が
日
本
に
対
し
て
広
く
影
響

を
与
え
る
ま
で
に
は
、

一
、
二
世
紀

ほ
ど
の
時
間
を
要
し
た
。
そ
れ
だ
か
ら
、
唐
宋
と
か
鎌
倉
南
北
朝
と
か
、
同
じ

歴
史
時
代
で
は
な
い
に
し
て
も
、
両
方

の
茶
文
化
に
つ
い
て
の
比
較
検
討
は
行

っ
て
も
良

い
と
考
え
て
い
る
。

一

唐
宋
の
喫
茶
養
生
説

1

古
代
中
国
に
お
け
る
茶
の
薬
効
の
発

見

茶

の
最
初

の
利
用
が
古
代
中
国
人
か
ら
始
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
異
論
が

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
喫
茶

の
起
源
に
つ
い
て
は
様
々
な
見
方
が
あ

る
。
大
抵

の
主
要
な
考
え
は
薬
用
起
源
説

や
飲
食
起
源
説
、
中
国
少
数
民
族
起

(2
)

源
説

の
三

つ
で
あ
る
。
そ
の
中

で
も
、
薬
用
起
源
説
が
最
も
流
布
し
て
い
る
よ

う
で
あ

る
。
私
は
飲
食
起
源
説

に
賛
成
す
る
。
即
ち
、
古
代

の
中
国
人
は
か
な

り
早
く
か
ら
茶
を
利
用
し
て
い
た
が
、
そ
の
目
的
は
、
主

に
飲
用
で
あ

っ
た
。

茶

の
薬
と
し
て
の
効
き
目
は
、
長

い
間
茶
を
飲

み
物
と
し
て
い
る
う
ち
に
発
見

さ
れ
た
と
思
う
。

関
連
的
な
資
料
を
集

め
て
分
類
す
る
と
、
表
1
の
よ
う

に
な
ろ
う
。

表
1

唐
宋
と
そ
の
以
前
に
発
見
し
た
茶
の
薬
効
表

薬

効

主
要
原
文

出

典

1

少
眠

「
令
人
不
睡」
「
令
人

不
眠」

『桐

君

録』

『
広

雅
?

』

(
?
)

「

不
睡
」

「
少

睡
」

「
除

好
睡
」

『
神
農
本
草
経
集
注』
『
新
修
本

草』
『
本
草拾

遺』
『
茶
譜』

等

2
安
神
除
煩

「

除
煩
」
,

「

滌煩

」

「
悦
志
」

「

益

『
孺
子
方』
『
神
農
本
草』
『
茶

思」
「
破
孤
悶」
「
療
驚蹶

」

経』
『
聖
済総

録』

等

3
醒
酒

「

醒
酒
」

「

解酒

」

『

広

雅

?
』

(

?)
、

白

居

易
・

陸
游
の
詩
等

4
療
瘡
治
瘻

「
療
積
年
瘻」

治
「
瘻
瘡」

『
枕
中
方』
『
新
修
本
草』
『
千

金
翼
方』

等

5
消
食

「
消
食」
「消

宿
食」
「
去
滞
化

『新

修
本
草』
『
食
療
本
草』

食」

『茶

譜』

等

6
去
肥
脂

「

去
人

脂
」
「

消
肉
」

「

令
人

痩」

『食

療
本
草』
『
本
草
拾
遺』

『
証
類
本
草』

等

7
清
熱
解
毒

「
去
熱」
「
破
熱
氣」
「
除
瘴
氣」

『食

療
本
草』
『
本
草
拾
遺』

『茶

経』
『
太
平
聖
恵
方』
『
聖

済
総
録』

等

8
治
頭
痛

「
治
脳
痛」
「
癒
頭
風」

『千

金
要
方』
『
茶
経』
『
茶
譜』

等
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9
利小

便

「
利
水

道
」

「
利

水
」
「

利
小

便
」

,

『
新
修

本
草』
『
本
草
拾
遺』

『
聖
済
総
録』

等

10
通
便
下
氣

「利

大
腸」

「
利
大
小
腸
」
「
下

『
食
療
本
草』
『
本
草
拾
遺』

氣」

『
新
修
本
草』

等

11

治

痢

「
治
血
痢」
「
治
熱
毒
下痢

」

『食

療
本+早

』

『
恥
王
済一総

録
』

等

12

化
痰

「

去
痰
」

「

除痰

」

「解

痰」

『
千
金
翼
方』
『
新
修
本
草』

『食

療
本
草』

『
本
草
拾
遺』

等

13
去
風
解
表

「
療
風」
「
發
軽
汗」
「
治
四
肢

『

茶

経
』

『
茶

譜』
、

盧

全

の

詩

煩、

百

節
不

舒
」

等

14

治
心

痛

「
久

年
心

痛
、

十

年
五

年

者、

『
兵
部
手
集
方』

煎
湖
茶
以
頭
醋
和
句
服
之
良。
」

15

明
目

「
明
目」
「能

医
病
眼花

」

『
本
草
拾遺

』、

黄
庭
堅
の
詩
等

16

堅

歯

濃
茶
で
口
を
漱
ぎ、

歯
を
固
め

『

侯
鯖

録』

巻

四
に
よ

る

蠹
を
去
る

『備
急
千
金
要
方
』
の

「食
治
」
篇
に
、

茗
葉
。
味
苦
鹹
酸
。
冷
。
無
毒
。

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
直
後

の
六
五
九
年

に
蘇
敬
ら
が
編
纂
し
た

『新
修
本

草

』

の
茗

で

は

、

味

甘

、

苦

。

微

寒

。

と
書
か
れ
て
い
る
。
明
代
の
李
時
珍
の

『本
草
綱
目
』
で
も
、

喫茶と養生についての中日比較

こ
の
表
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
茶

の
医
療
効
験
は

一
六
項
目
あ
り
、
そ
の

内
、
最
初
の
三
番
ま
で
が
唐
代
以
前

に
発
見
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
全

体

の

一
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
他

は
皆
唐
宋
時
代
の
人
間

の
功

績
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
茶

の
最
初

の
利
用
形
式
が
医
薬
か
ら
で
は

な
い
と
い
う
結
論

の
一
つ
の
証
拠
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
。

そ
の
上
、
茶
の
薬
理
特
性
に
つ
い
て
も
、
唐
代

に
入

っ
て
か
ら
初

め
て
確
認

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
中
薬

の
性
質
を
表
現
す
る
の
に
用
い
ら
れ

る
の
が
性

(気
)
と
味

で
あ
り
、
普
通
は
、
四
性

(寒

・
熱

・
温

・
涼
)
・
五
味

(辛

.
甘

.
酸

・
苦

・
鹹
)
で
表
さ
れ
る
。

そ
の
他
、
毒
性

の
有
無
も
述
べ
て
い

る
。
茶
の
性
味

に
つ
い
て
、
最
初
は
、
孫
思
邀
が
紀
元
六
五
二
年
に
撰
述

し
た

味

苦

、

甘

。

微

寒

。

無

毒

。

と
、
甘
と
苦

の
字

の
順
序
し
か
改
め
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
本
草
家

は

「微

寒
」
と

「苦
」
・
「甘
」
が
茶

の
主
要
な
性
味
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

中
薬
の
理
論

で
は
、

一
般
的
に
、
寒

・
涼
薬
に
は
、
清
熱
す
る
、
火
を
瀉
ぎ

だ
す
、
な
ど

の
効
能
が
あ
る
。
苦
味
は
、
瀉
下
、
燥
か
す
。
甘
味
は
補
う
、
緩

め
る
。
茶
の
様
々
な
効
き
目
は
そ
の
性
味
が
比
較
的
に
豊
か
だ
か
ら
で
あ

る
。

だ
か
ら
、
宋
代

の
陳
詠
の
主
に
栽
培
植
物
を
記
し
た

『全
芳
備
祖
』
で
は
、
茶

を

「薬
」
と
し
て
の
植
物

の
一
番
目
に
置
い
て
い
る
。

し
か
し
、
も
う

一
方

の
現
象
も
注
意

し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
即
ち
、
茶

の
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薬
と
し
て
の
効
果
を
沢
山
発
見
し
て
も
、
実
際
に
は
、
茶
が
医
療
薬
と
し
て
他

剤
と

一
緒
に
使
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
極

め
て
少
な

い
。
例
え
ば
、
北
宋
の
国

家
が
出
版
し
た

『太
平
聖
恵
方
』

の
食

治
類
と
し
て
の
第

九
十
七
巻

で
は
、

「薬
茶
諸
方
八
道
」
を
載
せ
て
い
る
。
実

に
こ
の
八
例

の
中

に
茶
或

い
は
茶
湯

を
使
う
処
方

は
四
例
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
四
例
は
、
全
書

の
載
せ
て
い
る

一
六

八
三
四
例

の
処
方

の
総
数
に
比
べ
た
ら
滄

海
の

一
粟

に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
で
は
、
茶

の
養
生
の
効
験
は

一
体
ど

の
よ
う
に
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
答
え
を
古
代
中
国
の
養
生
説
や
医
薬
学
及
び
茶
文
化
そ
の
も

の
の
中

に
探
し
て
み
よ
う
。

2

古
代
中
国
の
養
生
理
論

人
間
は
何

の
為

に
養
生
が
必
要

で
あ
ろ
う
か
。

古
代
中
国
に
お
い
て
は
、
大
昔
か
ら
完
備

の
養
生
理
論
が
な
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
伝
統
的
な
医
薬
学
と
神
仙
長
生
思
想
と
が
密
接

に
結
び
付

い
て
い
た
た

め
で
あ
る
と
い
え
る
。

今
で
も
中
国
医
学
の
最
高

の
経
典
と
し

て
尊
重
さ
れ
て
い
る
の
は

『黄
帝
内

経
』
で
あ
り
、
そ

の
第

一
篇
の

「上
古
天
真
論
」

の
冒
頭
で
は
、
先
ず
黄
帝

の

口
を
借
り
て
次
の
よ
う
な
質
問
が
あ
る
。

余
聞
。
上
古
之
人
、
春
秋
皆
度
百
歳
、
而
動
作
不
衰
。
今
時
之
人
、
年
半

百
而
動
作
皆
衰
者
。
時
世
異
耶
、
人
将
失
之
耶
。

上
古

の
人
間
は
す

べ
て
年
齢
が
百
歳
を
超
え
な
が
ら
も
動
作

に
衰
え
は
な
か

っ
た
と
い
う

の
に
、
今

の
世

の
人
間
は
百
歳

の
半
ば
の
五
十
歳

に
し
て
動
作
が

す

っ
か
り
衰
え
て
し
ま
う

の
は
、
時
世

の
違

い
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ

と
も
人
間
に
責
任
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

黄
帝

の
質
問

に
対
し
て
、
天
師
岐
伯
は
、
養
生
の
よ
ろ
し
き
を
得
た
ら
百
歳

を
上
廻
る
寿
命
が
享
受
で
き
る
。
今

の
世

の
人
間

の
短
命

は
全
く
不
適
切
な
生

活
様
式
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
答
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
人
間
に
と

っ
て
生
命
は
非
常

に
貴
重

で
あ
る
。
中
国
固
有
の
主

流
な
思
想
が
、
完
全
に
人
間
の
命
を
重

ん
じ
生
命
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と

を
非
常

に
強
調
し
て
い
る
点
で
、
仏
教

の
生
死
輪
廻
や
四
大
皆
空
、
ま
た
更

に

ラ
イ
フ
の
実
存
を
も
否
定
す
る
と
い
う
思
想
と
は
全
く
違

っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
董
仲
舒

の

『春
秋
繁
露
』
天
地
陰
陽
で
は
、
「人
之
超
然
万
物

之
上
、
而
最
為
天
下
貴
也
」
。
人
は
万
物

の
中
で
最
高

の
地
位

に
い
る
、
天
下

に
お
い
て
は

一
番
貴
重
な
も

の
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
話
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。更

に

『太
平
経
』
巻
七
十
二

「不
用
大
言
無
効
訣
第

一
百

一
十
」

に
も
、

天
下
人
死
亡
、
非
小
事
也
。
壱
死
、
終
古
不
得
復
見
天
地
日
月
也
。
脈
骨

成
塗
土
。
死
命
、
重
事
也
。
人
居
天
地
之
問
、
人
人
得
壱
生
、
不
得
重
生

也
。

16



喫茶と養生についての中日比較

と
あ

っ
て
、
天
下

の
人
間
の
死
は
、
決

し
て
微
々
た
る
小
事

で
は
な
い
。
死
に

至
る
と
、
二
度
と
ふ
た
た
び
天
地
日
月
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
肉
体
が
全

部
泥
土
に
な

っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
命

の
生
死
は
、
非
常
に
大
き
い
こ
と
で

あ
る
。
人
は
天
地
の
問
に
い
て
、
誰
も
彼

も
わ
ず
か

一
度
し
か
生
き
ら
れ
ず
、

二
度
生
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
書

い
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
命
を
重
ん
ず
る
と
い
う
理
論

は
、
古
代
中
国
の
養
生
説

の
指
導
的

な
思
想
と
な
る
。

ど
れ
が
養
生

の
主
体
で
あ
ろ
う
か
。
『
抱
朴
子
』
「内
篇

・
黄
白
」

で
は
、

我
命
在
我
不
在
天
。

と

い
う
よ
う
な
見
解
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
私

の
寿
命

の
長
さ
を

掌
握
す
る
も
の
は
、
私
即
ち
自
分
で
あ
り
、
天

で
は
な
い
。
こ
れ
は
天
命

に
頼

ら
ず
、
鬼
神
を
信
じ
な
い
積
極
的

・
理
性
的
な
養
生

の
ロ
ゴ
ス
で
あ
る
。
宿
命

論
の
消
極
的
な
無
力
無
能

の
論
点
も
、
仏
教

の
偶
像

へ
の
願

い
ご
と
も
、
ど
ち

ら
も
違

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
古
代
中
国
の
養
生
説

の
主
流
で
あ
る
。

養
生
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
の
最
も
基
本
的
な
理
論

は
陰
陽
五
行
や
形
神

一
体
で
あ
る
。

陰
陽
説
と
い
う
も
の
は
、
世
界
を
認
識

す
る
た
め
の
宇
宙
生
成
論

の

一
つ
で

あ
る
。
万
物

の
構
成
を
陰
陽
二
気
の
融
合

と
見
る
こ
と
は
、
即
ち
万
物
を
陰
陽

に
二
大
別
す
る
こ
と
に
通
じ
る
。
そ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
森
羅
万
象
を
能
動
的

・

昂
進
的
状
態
を
蔵
し
て
い
る

「陽
」
と
、
相
対
的
に
受
動
的

・
沈
静
的
状
態
を

蔵
し
て
い
る

「
陰
」
と

の
二

つ
に
捉
え
て
説
明
す
る
。
ま
た
、
陰
陽

の
消
長

・

協
調
を
説
く
場
合

に
は
、
陰
と
陽
を
裏
か
ら
表
に
、
下
か
ら
上
に
、
内
か
ら
外

に
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
ま
た
反
対
方
向
に
循
環
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
世

の
中
全

体

の
平
衡
が
保
た
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
人
体

の
陰

陽

の
二

つ
の
方
面
が
平
衡
な
ら
ば
、
人
は
元
気

で
あ
る
。
も
し
陰
か
陽
か
ど
ち

ら
か
が
過
ぎ
た
ら
、
即
ち
、
陰
陽

の
平
衡
が
破
ら
れ
れ
ぽ
、
病
気
を
起
こ
す
よ

う
に
な
る
。
中
医
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
複
雑
な
病
因
が
、
す
べ
て

「陰
陽
不
調
」

と
い
う
よ
う
に
概
括
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

五
行
と
い
う
も

の
は
、
木

・
火

・
土

・
金

・
水

の
五

つ
の
抽
象
的
な
概
念

で
、

万
物

の
相
互
関
係
を
説
明
す
る
理
論

で
あ
る
。
バ
ラ
バ
ラ
に
存
在
す
る
と
思
わ

れ
が
ち
な
も
の
が
実
は
相
互
的
な
も

の
で
、
し
か
も

一
定
の
秩
序
を
も

っ
て
事

物
を
構
成
し
、
事
物

の
変
化
を
統

一
あ
る
も
の
に
保

っ
て
い
る
と
認
識
す
る
の

で
あ
る
。
ま
た
人
間
の
身
体
構
造
の
各
部
を
は
じ
め
何
事

に
も
、
五
行

に
配
当

さ
れ
る
相
互
を
規
定
す
る
要
素
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『素
問
』
陰
陽
応
象
大
論
や

『素
問
』
金
匱
真
言
論
に
よ

っ
て
、
五
行

の
相

互

の
関
係
を
表
2
で
概
観
し
て
み
よ
う
。

陰
陽
五
行
理
論

に
よ
る
と
、
養
生
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
人
体
の
内
部
お
よ

び
人
体
と
外
部

の
環
境
と
の
陰
陽
五
行
の
平
衡
を
保

つ
こ
と
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る

「形
神

一
体
」
と
い
う
も
の
は
、
人
間
の
身
体
と
精
神
と

の
関
係
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表2『 素問』による五行の各種配当関係表

自 然 界. 五

行

人 体

五味 五色 五氣 五方 五時 五臓 六腑 五官 五栄 五体 五志

酸 青 風 東 春 木 肝 胆 目 爪 筋 怒

苦 赤 暑 南 夏 火 心 小腸 舌 面 血脈 喜

甘 黄 湿 中 長夏 土 脾 胃 口 唇 肌肉 思

辛 白 燥 西 秋 金 肺 大腸 鼻 毛 皮毛 憂

鹹 黒 寒 北 冬 水 腎
三焦
膀胱 耳 髪 骨

骨髄 恐

を
説
明
す

る
も
の
で
あ

る
。
「形
」
は
人
体

の
各
部

の
器
官
と
生
理
的
な
機
能
で
あ
る
。

「神
」

は
人
間

の
心
理
的
精
神
意
識

の
活
動

で
あ
る
。
人
体
と
精
神
と
の
関
係
は
密
接

で

分
け
ら

れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

つ
ま
り

一

方
で
、
精
神

の
存
在
は
人
体
に
依
存
し
て
い

て
Y
そ
れ
は
ま
る
で
燭
光
が
蝋
燭
に
依
存
し

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
蠣
が
な
く
な

っ

た
ら
、
燭
光
も
消
え
て
し
ま
う
。
他
方
、
精

神
は
人
体

の
生
命
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
現

れ
で
あ

る
ば

か
り
で
な
く
、
人
体

の
健
康
状

態
に
対

し
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

精
神
心

理
が
良
く
な
い
と
、
人
体
に
悪
影
響

を
与
え

る
。
反
対
も
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
古
代
中
国
人
は
心
が
精
神

の
活
動

の
器
官

で
、
全
身

の
君
主
で
あ
る
と
思
わ
れ

て
い
た
。

『素
問
』
霊
蘭
秘
曲
ハ論

で
は
、
心
は
王
様

の
よ
う
な
器
官

で
あ
り
、
精
神
が

こ
こ
か
ら
生
じ
る
。
王
様
で
あ
る
心
が
き

れ
い
な
ら
、
他

の
大
臣
に
相
当
す
る

器
官
も
元
気

で
あ
る
。
先
ず
心
か
ら
養
生

す
れ
ば
長
生
き
で
き
る
。
王
様
で
あ

る
心
が
き
れ
い
で
な
か

っ
た
ら
、
全
身

の
器
官
が
す
べ
て
危
な
く
な
る
、
人
体

の
各
部

の
器
官

の
循
環
通
路
が
詰
ま

っ
て
い
る
の
で
、
身
体
が
強
く
壊
さ
れ
て

し
ま
う
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

更
に

『淮
南
子
』
泰
族
訓
に
も
、

治
身
。
太
上
養
神
、
其
次
養
形
。
…
…
神
清
志
平
、
百
節
皆
寧
、
養
性
之

本
也
。
肥
肌
膚
、
充
腸
腹
、
供
嗜
欲
、
養
生
之
末
也
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
話

か
ら
も
、
養
心
は
養
生

の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

し
か
も
、
養
心
と

い
う
も
の
は
、
心
臓
自
体

の
保
護
ば

か
り
で
な
く
、
更
に

一

層
多
く
の
精
神
心
理

の
修
養
を
指
す
と
い
う
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

つ
ま
り
気
持
ち
は
い
つ
も
楽
し
く
、
す
が
す
が
し
く
、
闊
達
、
穏
や
か
で
落
ち

着

い
て
い
る
と
い
う
状
態
を
保
持
す
る
こ
と
で
あ

る
。

心
、
即
ち
精
神
状
態

の
重
要
性
を
特
別
に
強
調
し
て
、
人
体

の
生
理
的
な
機

能
と
心
理
的
な
機
能

の
す
べ
て
を
強
化
し
、
そ
の
向
上
に
力
を
注
ぐ
と

い
う
の

は
、
中
国
養
生
学

の
際
立

っ
た
特
色

で
、
人
類

の
医
学
よ
り
も
大
き

い
貢
献

の

一
つ
で
あ
る
。
現
在

の
医
学

モ
デ

ル
は
片
面
的
な
生
物
医
学
か
ら
、
生
物
-
社

会
-
心
理
医
学
と
い
う
総
合
的
な
モ
デ

ル
へ
と
変
わ

っ
て
き

て
い
る
。
W
H
O

(髫
o
「Hα
山
Φ巴
9

9
ひq鋤
巳
N巴

8
)
は
人
間

の
健
康

に
つ
い
て

「
人
間

の
健
康

11
生
理
的
健
康
」
と
い
う
図
式
か
ら
、
「
人
間

の
健
康
11
生
理
的

か
つ
心
理
的

健
康
」

へ
と
そ
の
概
念
を
変
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら

「形
神

一
体
」
と
い
う
観
念

の
合
理
性
を
十
分
に
証
明
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
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陰
陽
五
行
や
形
神

一
体

の
理
論
を
土

台
と
し
て
、
古
代
中
国
の
養
生
学
は

様
々
な
養
生
方
法
を
と

っ
て
い
た
が
、
最
も
代
表
的
な
原
則
が

『霊
枢
』
本
神

で
は
次

の
よ
う
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。

故
智
者
之
養
生
也
、
必
順
四
時
而
適

寒
暑
、
和
喜
怒
而
安
居
處
、
節
陰
陽

而
調
剛
柔
。
如
是
則
邪
僻
不
至
、
長

生
久
視
。

と
あ

っ
て
、
賢

い
人
の
養
生
は
、
必
ず
季
節
や
気
温

の
変
化
に
相
応
し
、
喜
び

す
ぎ
ず
怒
り
す
ぎ
ず
落
ち
着

い
て
く
ら
し
、
陰
陽

・
剛
柔
を
調
節
し
て
パ
ラ
ン

よ
こ
し

ス
を
と

っ
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
邪
ま
な
も
の
が
や

っ
て
来
ず
長
生
き

で
き
る
、

と
言

っ
て
い
る
。

古
者
、
聖
人
為
之
絲
彙
稀
絡
而
民
始
衣
、
播
之
禾
麩
菽
粟
而
民
不
飢
、
畜

之
牛
羊
犬
豕
而
甘
脆
不
遺
。
調
之
辛
酸
鹹
苦
而
五
味
適
宜
、
造
之
酒
醴
而

宴
饗
之
、
樹
之
果
蔬
而
薦
饐
之
。
於
茲
可
謂
備
矣
。
何
彼
茗
無

一
勝
焉
、

而
競
進
於
今
之
時
?
抑
非
近
世
之
人
、
体
惰
不
勤
、
飽
食
粱
肉
、
坐
以
生

疾
、
藉
以
霊
舜
而
消
腑
胃
之
宿
陳
?
若
然
、
則
斯
茗
也
、
不
得
不
謂
之
無

(3
)

益
於
尓
身
、
無
功
於
尓
民
也
哉
。

蘇
軾
は

「問
大
冶
長
老
乞
桃
花
茶
栽
東
坡
」
と
い
う
詩

の
冒
頭

に
も
、

周
詩
紀
苦
荼
、
茗
飲
出
近
世
。
初
縁
厭
粱
肉
、

(4

)

假
使
雪
昏
滞
。

喫茶と養生についての中日比較

3

喫
茶
と
養
生
と
の
関
係

唐
中
期
以
降
、
喫
茶
の
風
習
が
急

に
広

ま

っ
て
き
た
原
因
は
い
く

つ
か
あ

る
。

農
業
生
産
と
商
品
経
済
が
空
前

の
大
発
展

を
遂
げ
た
結
果
と
か
、
禅
宗

の
流
布

が
勢

い
を
助
長
す
る
役
割
を
担

っ
た
た
め
と
か
、
陸
羽
の

『茶
経
』
の
呼
び
か

け
た
働
き
に
因
る
な
ど
の
事
実
は
、
周
知

で
あ
る
。
そ
の
他
、
人
々
の
養
生

の

需
要
と
も
直
接
的
な
関
係
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
原
因
に
対
し
て
、
今

の
研
究

者
は
あ
ま
り
気
を

つ
け
な
か
っ
た
が
、
実

は
、
宋
代

の
梅
堯
臣

・
蘇
軾
ら
が
早

く
か
ら
明
ら
か
に
指
摘
し
て
い
た
。

梅
堯
臣

の

「南
有
嘉
茗
賦
」
で
は
次

の
よ
う
な
話
が
あ
る
。

と
歌

っ
て
い
る
。
梅
堯
臣

の
賦
と
蘇
軾

の
詩
は
、
見
解
が
完
全

に

一
致
す
る
。

即
ち
、
喫
茶

の
風
習
が
盛
ん
に
興

っ
た
の
は
、
宋
代
人
が

「近
代
人
」
と
称
し

た
唐
代

の
人
た
ち
の
生
活
水
準
が
高
ま

っ
て
き
て
、
基
本
的
な
生
活
必
需
品
と

し
て
の
衣
服
や
食
料
品
な
ど
が
充
足
し
て
い
る
か
ら
、
更
に
養
生
保
健
を
求
め

た
た
め
で
あ
る
。

西
晋
の
杜
育

の

「薤
賦
」
か
ら
始
ま
り
、
唐
宋
時
代

の
人
々
は
殆
ど
口
を
揃

え
て
、
天
地
陰
陽

の
精
華
、
五
行
の
バ
ラ
ン
ス
の
結
晶
、
宇
宙
間

の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
集
ま
り
、
神
霊

の
気
が

い
っ
ぱ
い
の
宝
も
の
と
い

っ
て
、
茶
を
褒
め
称
え

た
。
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宋
代

の
宋
子
安

の

『東
渓
試
茶
録
』

に
、

山
川
至
霊
之
卉
、
天
地
始
和
之
氣
、
尽
此
茶
矣
。

と
あ

っ
て
、
山
川

の
最
高

の
神
霊

の
草
、
天
地

の
も
と
も
と
の
気
、
す
べ
て
茶

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

宋
の
徽
宗
皇
帝

の

『大
観
茶
論
』

に
も
、
次

の
よ
う
に
あ
る
。

陰
陽
相
済
、
則
茶
之
滋
長
、
得
其
宜

。

つ
ま
り
陰
と
陽
が
お
互

い
に
助
け
あ
え
ば
、
茶

の
生
長
に
よ
い
訳
で
あ
る
と

書

い
て
い
る
。

茶
が
陰
陽
五
行

の
濃
縮
結
晶
で
あ
る
と

い
う
観
念
を
特
に
よ
く
表
し
て
い
る

も
の
は
、
陸
羽
が
設
け
た
風
炉
で
あ
ろ
う
。
陸
羽
が
第

一
に
提
唱
し
て
い
た
喫

茶

の
方
法
は
、
固
形

の
団
茶
を
粉
末

に
し

て
、
風
炉
と
釜
で
煮
て
沸
騰
し
て
い

る
湯
の
中

に
茶
の
粉
末
を
投
げ
込
む
煮
飲

法
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
風
炉
は
彼
が

並
べ
挙
げ
た
二
十
四
点

の
茶
道
旦
ハの
中
で

一
番
重
要
な
も
の
で
、
『茶
経
』

の

「
四
之
器
」
篇

の
冒
頭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

風
炉
以
銅
鉄
鋳
之
、
如
古
鼎
形
。
厚
三
分
、
縁
闊
九
分
、
令
六
分
虚
中
、

致
其
朽
壜
。
凡
三
足
、
古
文
書

二
十

一
字
。

一
足
云
、
「坎
上
巽
下
離
于

図1『 茶 経 』の 風 炉(筆 者 未 詳

『茶経 図考』、布 目潮濕編 『中国茶書

全集』下巻、汲古書院 、1987年 、巻

末収録 による)

 

中
。」

一
足
云
、
「體
均
五
行
去
百
疾
。
」

一
足
云
、
「
聖
唐
滅
胡
明
年
鑄
。」

其
三
足
之
間
設
三
窓
。
底

一
窓
、
以
為
通
飃
漏
燼
之
所
。
上
並
古
文
書
六

字
。

一
窓
之
上
書

「伊
公
」

二
字
。

一
窓
之
上
書

「羹
陸
」
二
字
。

一
窓

之
上
書

「氏
茶
」
二
字
。
所
謂

「伊
公
羹
陸
氏
茶
」
也
。

と
あ
る
。
風
炉
は
古
代
の
鼎

の
形
で
、
銅
若
し
く
は
鉄
を
鋳
造
し
て
造
り
、
中

に
泥
が
塗

っ
て
あ
る
。
三
足
が
あ
り
、

一
足

に
そ
れ
ぞ
れ
七
字
、
合
計
二
十

一

字

の
銘
文
が
彫
り

つ
け
て
あ
る
。
そ

の
内

の

一
足
に
は
、
「坎
を
上

に
、
巽
を

下

に
、
離
を
中

に
す
。」
と
あ
る
。
他

の

一
足
に
は
、
「体
は
五
行
を
均
し
く
し
、

百
疾
を
去
る
。
」
と
あ
る
。
更
に

一
足

に
は
、
「聖
唐
が
胡
を
滅

し
た
翌
年

に
鋳

る
」
と
あ
る
。
風
炉
の
三
足

の
間
に
、
三
つ
の
窓
が
あ
り
、
底

に
も

一
つ
の
窓

が
あ
け
て
あ

っ
て
、
こ
れ
ら
の
四
窓
は
風
通
し
の
た
め
で
あ
り
、
底

の

一
窓
は

燃
え
か
す
落
と
し
に
な
る
。
横

の
三
窓

の
上
に
、
古
体

の
文
字

で
六
字
が
横
書

き

に
さ
れ
、

一
窓

の
上
に

「伊
公
」、
ま
た

一
窓

の
上
に

「羹
陸
」
、
更

に

一
窓
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喫茶と養生についての中日比較

の
上

に

「氏
茶
」
と
あ
り
、
「伊
公

の
羹

、
陸
氏

の
茶
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

(図
1
)

こ
の
風
炉
は
陰
陽
五
行
が
全
部
揃

っ
て
い
る
小
宇
宙
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

先
ず
、
坎

・
離

・
巽
は
い
ず
れ
も

『周
易
』

の
八
卦
の

一
つ
で
、
坎
籌
は
水

の

卦
、
巽

≡
は
風

の
卦
、
離
噐
■は
火

の
卦
で
あ
る
。
そ
の
三

つ
の
卦

の
卦
象
で
は
、

陰
爻
が
四

つ
、
陽
爻
が
五

つ
、
合
計

で
九

つ
に
な
る
。
道
家
や
儒
家
が
ど
ち
ら

も
最
高
経
曲
ハの

一
つ
と
し
て
尊
重
し
た

『周
易
』

の
世
界
で
は
、
九
は

一
番
高

く
大
き

い
数
で
、
こ
の
数
は
陰
と
陽
を
最
高
に
完
備
し
て
い
る
象
徴
で
あ
ろ
う
。

そ
の
上
、
燃
料
の
木
炭

は
木
で
あ
り
、
火
と
な
り
、
風
炉
は
金
属
製
で
あ
り
、

釜
に
は
水
が
入

っ
て
お
り
、
風
炉

の
中

に
は
土
が
塗

っ
て
あ
り
、
ま
た
木
炭

の

灰
も
土
と
な
る
の
で
、
風
炉
の
中
に
は
、
五
行
が
す
べ
て
備
わ

っ
て
い
る
。
し

か
も
、
こ
の
場
合

の
茶
は
、
土
に
生
き
、
木
に
属
し
、
金
に
盛
り
、
火
で
煮
て
、

水
に
溶
け
る
の
で
、
五
行
も
完
備
し
て
い
る
。
更

に
、
陸
羽

の

「体

は
五
行
を

均
し
く
し
、
百
疾
を
去

る
。
」
と
い
う
銘
文

に
よ
り
茶
を
使
う
養
生

の
思
想
を

一
層
は

っ
き
り
示
唆
し
て
い
る
。
茶
を
飲

め
ぽ
、
陰
陽
の
気
と
五
行

の
要
素
が

体
内
で
均
衡

に
保
た
れ
、
万
病
は
払
わ
れ

て
身
体
が
健
康
に
な
る
と
い
う
意
味

を
示
し
て
い
る
。

七
十
年
代
末
、
浙
江
省
臨
安
県
に
唐
朝

の
鎮
海
節
度
使
銭
寛

の
妻

の
水
邱
氏

の
墓
か
ら
出
土
し
た
銀
製

の
風
炉
は
、
陸

羽
の
風
炉
と
イ
メ
ー
ジ
が
似
通

っ
て

お
り
、
示
し
て
い
る
意
図
も
同
じ
で
あ
,ろ
う
。
(図
2
)

唐
宋
に
お
い
て
、
喫
茶

の
風
習
が
広
ま
り
、
茶

の
薬
用
効
験
に
つ
い
て
の
知

識
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
神
仙
思
想

の
影
響
を
受
け
て
、
茶
が
養
生
の
仙
薬
で

あ
る
と
い
う
考
え
方
も

一
時
大
流
行
し
た
。
こ
の
よ
う
な
詩
文
や
物
語
が
沢
山

あ
る
が
、
以
下
に
数
例
だ
け
挙
げ
て
お
こ
う
。

李
白

の

「答
族
姪
僧
中
孚
贈
玉
泉
仙
人
掌
茶
」
と
題
す
る
詩

の
序

で
は
、

余
聞
荊
州
玉
泉
寺
近
清
渓
諸
山
。
山
洞
往
往
有
乳
窟
。
窟
中
多
玉
泉
交
流
。

…
…
其
水
邊
處
處
有
茗
草
羅
生
、
枝
葉
如
碧
玉
。
唯
玉
泉
真
公
常
採
而
飲

之
、
年
八
十
余
歳
、
顔
色
如
桃
李
。
而
此
茗
清
香
滑
熟
、
異
於
他
者
、
所

(
5

)

以
能
還
童
振
枯
、
扶
人
寿
也
。

と
述

べ
て
い
る
。

宋
代
の
銭
易

の

『南
部
新
書
』
巻
八
に
は
、

図2臨 安 に出 土 した 唐 代 の煮 茶 風 炉

(『文物』1988年 第10期 、47～48頁 に よる)

大
中
三
年
、
東
都
進

一
僧
、
年

一
百
二
十
歳
。
宣
皇
問
、
「服

何
薬

而

至

此
?
」
僧

対

日
、

「臣
少
也
賤
、
素
不
知
薬
。
性

本
好
茶
、
至
處
処
唯
茶
是
求
。

或
出
亦
日
遇
百
余
椀
。
如
常
日
、

亦
不
下
四
五
十
椀
。
」
因
賜
茶

五
十
斤
、
令
居
保
寿
寺
。
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と
書

い
て
い
る
。
沢
山
の
詩
文
は
、
道
教

の
金
丹
よ
り
茶

の
ほ
う
が

一
層
霊
験

が
あ

る
と
口
を
極
め
て
茶
を
賛
美
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
盧
全
は

「憶
金
鵝
山

沈
山
人
二
首
」
と
い
う
詩
に
次

の
よ
う
に
歌

っ
て
い
る
。

一
片
新
茶
破
鼻
香
、
請
君
速
来
助
我
喜
。
莫
合
九
轉
大
還
丹
、
莫
讀
三
十

六
部
大
洞
経
。
閑
来
共
我
説
新
意
、
歯
下
領
取
真
長
生
。
不
須
服
薬
求
神

仙
、
神
仙
意
智
或
偶
然
。
自
古
聖
賢
放
入
土
、
淮
南
鶏
犬
駆
上
天
。

君
愛
煉
薬
薬
欲
成
、
我
愛
煉
骨
骨
已
清
。
試
自
比
較
得
仙
者
、
也
應
合
得

(
6

)

天
上
行
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
盧
全
は
喫
茶

を
通
し
て
、
「
煉
骨
」
を
し
た
か
も

し
れ
な

い
の
で
、
は
じ
め
て

「五
椀
肌
と
骨
清
し
、
六
椀
仙
霊

に
通
ず
。
」
と

い
う
よ
う
な
も

っ
と
有
名
な

「
七
椀

の
茶
」
と
称
さ
れ
て
い
る
詩
を
書
き
出
し

た
の
だ
と
思
う
。

薛
能

の

「蜀
州
鄭
使
君
寄
鳥
嘴
茶
因
以
贈
答
八
韻
」
と
い
う
詩
で
も
、
蜀
州

の
横
原

の
地
方

に
産
す

る

「鳥
嘴
茶
」

と

い
わ
れ
る
銘
茶
を
、
「得
来
抛
道

(
7
)

薬
」
、
「此
恵
敵
丹
砂
」
と
詠
じ
て
い
る
。

喫
茶
と
神
仙
と
に
繋
が
り
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
宮
廷
皇
家

か
ら
市
中
庶
民

に
か
け
て
の
普
遍
的
な
観
念
に
な

っ
た
。

一
九
八
七
年
四
月
、
中
国
法
門
寺

か
ら
数
千
点
以
上

の
唐
代
皇
帝

の
仏

に
献

図3鏖 金飛天仙鶴紋壼門座 銀茶 羅子(『 中国考古文 物之美』10、 光復書局、文物 出版社 、

1994年 、164頁 、127頁 、153頁 に よる)
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納
さ
れ
た
非
常

に
珍
し
い
遺
物
が
出
土

し
た
。
こ
れ
は
世
界
を
驚
か
せ
た
考
古

学
上
の
発
見
で
あ
る
。
そ

の
中

に
、
唐
僖
宗

の
使
用
し
た
十
数
点

の
贅
沢
な
茶

道
具
が
あ
り
、
中
国
茶
文
化
を
研
究
す

る
た
め
の
、
極
め
て
貴
重
な
実
物
資
料

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
茶
道
具

の
中

で
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
茶
の
旦
ハの
造
型

や
飾
り
に
、
神
仙
長
生

の
思
想
が
現
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
茶

の
粉
末
を
篩

に

か
け
る

「鏖
金
飛
天
仙
鶴
紋
壼
門
座
銀
茶
羅
子
」
と
い
う
も

の
に
は

(図
3
)、

羅
の
両
側

の
壁
に
そ
れ
ぞ
れ
二
人
ず

つ
仙
人
が
も
と
ど
り
を
結
ん
で
、
羽

の
服

図4鏖 金銀亀盒(『 中国考 古文物之美』10、 光復書局、文物出版 社、1994年 、

164頁 、153頁 による)

を
着

て
、
節
を
持

っ
て
鶴

に
乗

っ
て
雲

の

上

に
飛
び
上
が

っ
て
い
る
。
ま
た
、
も
う

一
つ
の
両
側

の
壁
に
、

一
方

に
雲
が
あ
た

り

に
纏
わ
る
山
が
あ
り
、
も
う

一
方
に
二

羽

の
鶴
が
雲

の
中
を
飛
び
ま
わ

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
飾
り
は
す
べ
て
神
仙
世
界
の
素

晴
ら

し
い
景
色
を
表
す
典
型
的
な
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
。
も
う

一
つ
、
茶

の
粉
末
を
貯

蔵
す

る
器
と
し
て
の

「鑒
金
銀
亀
盒
」
と

い
う

も

の
は

(図
4
)、
亀

の
形

で
、
頭

を
上
げ
て
尻
尾
を
曲
げ
、
生
き
生
き
と
し

て
真

に
迫

っ
て
い
る
。
中
国
に
お
け
る
、

亀
は
士口
祥

・
長
寿

の
テ
ィ
ピ
カ
ル
な
も

の

で
あ

る
。
今

で
も
、
民
間

で
は
矢
張

り

「千
年

の
鼈
、
万
年

の
亀
」
と
い
う
諺
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
よ
う
な
飾
り
や
造

型
が
茶
道
具
に
集
ま

っ
て
、
唐

の
皇
帝
が
喫
茶
を
通
し
て
長
寿
登
仙
の
願

い
ご

と
を
示
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
北
宋
の
都
、
開
封
の
喫
茶
店

に
も
神
仙

の
飾
り
が
し
て
あ

っ
た
。

北
山
子
茶
坊
、
内
有
仙
洞

・
仙
橋
。
仕
女
往
往
夜
遊
、
喫
茶
於
彼
。

と
、
南
宋

の
孟
元
老
の

『東
京
夢
華
録
』
巻
二
に
書
い
て
あ
る
。

4

喫
茶
養
生
の
具
体
的
な
方
式
の

一
つ
は
食
療

誇
張
や
想
像
は
詩
人
の
芸
術

の
手
法
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
神
話
や
神
仙

の

飾
り
も
人
間

の
願

い
ご
と

の
表
現
手
段
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
唐
宋
時
代

の

人
々
は
、
日
常
生
活

に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
茶

で
養
生
を
し
た
の
か
。
恐
ら
く

茶
で
食
療
や
修
心
を
行

っ
た
の
だ
ろ
う
。

食
療
は
唐

で
発
展
し
て
き
た
新
し
い
医
学
理
論

で
あ
る
。
食
療
、
若
し
く
は

食
治
と
い
う
も
の
は
、
主
と
し
て
日
常

の
飲
食
に
お
い
て
色
々
な
食

べ
物
の
薬

効
を
生
か
し
、
病
を
防
ぎ
保
健
の
目
的
を
達
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
漢

の
時
代
か
ら
、
食
療
の
こ
と
が
出
た
そ
う
で
あ
る
が
、
唐
代
に
な

っ
て
は
じ
め

て
飲
食
療
法
は
専
門
的
な
学
問
に
な

っ
た
。
唐
代
の
食
療
理
論
で
は
、
孫
思
邀

の

『備
急
千
金
要
方
』
の

「食
治
」
篇
や
中
国
の
最
初

の
食
療
に
つ
い
て
の
本

草
学
著
作
と
し
て
の
孟
読

の

『食
療
本
草
』
が
最
も
影
響
力
が
あ
る
。
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孫
思
邀
は
中
国
歴
史
に
お
け
る

一
番
偉

い
医
薬
学

の
大
先
生
の

一
人
で
あ
り
、

後
代

に
は
人
々
か
ら
薬
王
と
称
さ
れ
尊
敬

さ
れ
て
い
る
。
彼
は
道
士
で
あ
る
か

ら
、
孫
真
人
と
も
称
さ
れ
る
。
『備
急
千

金
要
方
』
巻

二
十
六

「食
治
」
篇

の

序

に
は
、

理
於
煩
毒
者
、
薬
也
。
済
命
扶
危
者

、
医
也
。
安
身
之
本
、
必
資
於
食
。

救
疾
之
速
、
必
憑
於
薬
。
不
知
食
宜
者
、
不
足
以
存
生
也
。
不
明
薬
忌
者
、

不
能
以
除
病
也
。
…
…
是
故
、
食
能

排
邪
而
安
臓
腑
、
悦
神
爽
志
以
資
血

氣
。
若
能
用
食
平
痾
釋
情
遣
疾
者
、

可
謂
良
工
。
長
年
餌
老
之
奇
法
、
極

養
生
之
術
也
。
夫
為
医
者
、
当
須
先

洞
暁
病
源
、
知
其
所
犯
、
以
食
治
之
。

食
療
不
癒
、
然
後
命
薬
。

と
あ

っ
て
、
い
わ
ゆ
る
医
療
の
中

で
は
、
身
体

の
健
康
を
保

つ
根
本
的

ル
ー
ル

と
し
て
は
、
必
ず
飲
食

に
依
存
し
、
病
気

を
早
く
治
す
方
法
と
し
て
は
薬

に
頼

る
。
飲
食

の
適
宜
が
分
か
ら
な
か

っ
た
ら
、
生
命
を
保

つ
こ
と
が
で
き
な
い
。

だ
か
ら
、
飲
食
は
邪
気
を
除

い
て
臓
腑
を
保

っ
て
、
精
神
が
楽
し
く
、
気
分
が

爽
や
か
で
、
血
気
を
十
分
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
飲
食
を

使

っ
て
病
気
を
治
す
こ
と
が
で
き
れ
ぽ
、
素
晴
ら
し
い
医
者
と
い
、兄
る
。

こ
れ

は
ま
さ
に
養
生

の
方
法
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
医
者
と
し
て
は
、
先
ず
病
気

の
原

因
を
突
き
止
め
る
べ
き
で
、
始

め
は
飲
食

で
治
す
、
食
療
が
で
き
な
か

っ
た
ら
、

薬

で
治
す
、
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

孫
思
邀

の
中
国
養
生
学

に
対
し
て
行

っ
た

一
番
大
き
な
貢
献
は
、
飲
食
が
保

健
の
根
本

・
優
先
で
あ

る
と
い
う
理
論
を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼

の
話

を
要
約
し
て
言
え
ば
、
養
生
の
方
法
は
ま

っ
先

に
日
常
の
飲
食
生
活
を
工
夫
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

茶
に
と

っ
て
、
そ
の
利
用
形
式
は
、
最
初
か
ら
現
在
に
か
け
て
、
主
に
ず

っ

と
飲
み
物
と
し
て
で
あ
る
。
唐
宋
時
代
に
仙
薬
と
見
な
さ
れ
て
い
た
時
に
も
、

た
ん
に
渇
き
を

い
や
す
も
の
と
し
て
飲
ま
れ
て
い
た
。
ま
さ
に
唐
の
李
遜
が
、

(
8
)

茶
為
食
物
、
無
異
米
塩
、
人
之
所
資
、
遠
近
同
俗
。

と
言

っ
て
い
る
。
宋
の
王
安
石
は

「論
茶
法
」
と
い
う
文
章
に
、

(
9
)

茶
之
為
民
用
、
等
於
米
塩
、
不
可

一
日
以
無
。

と
言

っ
て
い
る
。

も
う

一
方
、
茶
は
普
通
の
渇
き
を
い
や
す
も

の
で
は
な
く
、
養
生
保
健
の
も

の
で
あ

る
。
こ
の
意
味

は
、
『備
急
千
金
要
方
』
の

「食
治
」
篇
や

『太
平
聖

恵
方
』

の
食
治
類
の

「薬
茶
諸
方
」

の
中

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ

の
他
、
文
献

の
中

に
、
茶
と
薬
と
を
同
等
に
取
り
扱

っ
て
い
る
例
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
。
例
え
ば
、
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(10

)

採
茶
渓
樹
緑
、
煮
薬
石
泉
清
。
(温
庭
笏
の
詩

「贈
隠
者
」)(

11

)

微
風
吹
薬
案
、
晴
日
照
茶
巾
。
(韓
翊
の
詩

「尋
胡
處
士
不
遇
」)

薬
杵
声
中

搗
残
夢
、
茶
鐺
影

里

煮
孤
燈
。

(李
洞

の
詩

「贈
曹
郎
中
賢

(12
)

所

居

」
)

唐
の
皇
帝
は
何
度
も
大
臣
や
軍
隊
に
茶

や
薬
を
下
賜
し
た
。
五
代

(九
〇
七

ー
九
六
〇
年
)
の
時
代
か
ら
、
茶
や
薬
を
下
賜
す
る
こ
と
を
制
度
化
す

る
よ
う

に
な

っ
た
。
後
唐
の
明
宗
皇
帝

の
天
成
四
年

(九
二
九
)
三
月
に
、(

13

)

中
書
奏

"
今
後
群
臣
内
有
乞
假
覲
省
者
、
請
量
賜
茶
薬
。
從
之
。

後
晋

の
高
祖
皇
帝

の
天
福
五
年

(九
四
〇
)
三
月
に
、

(
14

)

詔

"
朝
臣
覲
省
父
母
、
依
天
成
例
、
頒
賜
茶
薬
。

宋
代
に
入

っ
て
、
大
臣
や
軍
隊

に
茶

や
薬
を
下
賜
す
る
と
い
う
制
度
は

一
層

定
着

し
た
。
蘇
軾
が
元
祐
二
年

(
一
〇
八
七
)
に
翰
林
学
士

の
職
務
を
担
任
し

て
い
た

一
年
間
に
撰
し
た
大
臣
た
ち
に
茶
薬
を
下
賜
す
る
詔
書

は
、
数
十
点
以

上

に
及
ぶ
。
宋
代

で
、
八
十
歳
以
上
の
庶
民

に
対
し
て
茶
薬
を
下
賜
す
る
こ
と

も
新
た
な
し
き
た
り
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
制
度
は
皇
帝
が
臣
民
や
彼
ら
の

父
母
の
身
体
健
康

に
対
す
る
関
心
、
及
び
、
喫
茶
を
通
し
て
養
生
さ
せ
る
と
い

う
観
念
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
他
、
人
々
は

相
互

に
茶
を
贈
る
時
も
、
こ
の
よ
う
な
観
念
を
持

っ
て
い
た
。
こ
れ
が
次

の
よ

う
な
白
居
易
の
詩
、

(
15

)

茶
薬
贈
多
因
病
久
。

に
よ

っ
て
分
か
る
と
思
う
。

喫
茶
養
生

の
観
念
が
深
く
民
俗
に
ま
で
浸
透
し
た
唐
宋
時
代
、
客

に
ご
馳
走

を
す
る
時
、
必
ず
茶
と
湯
と
の
二
つ
の
飲
み
物
を
用
意
し
た
。
仏
法
を
求

め
る

た
め
に
唐
に
行

っ
た
日
本

の
僧
円
仁
は
、

こ
の
よ
う
な
民
俗
を
体
験
し
た
。

(開
成
五
年
三
月
)
二
十
三
日
早
朝
、
赴
蕭
判
官
請
、
到
宅
喫
粥
、
湯
薬
茗

(
16

)

茶
周
足
。

と
言

っ
た
。
宋
代

の
朱
或

の

『萍
洲
可
談
』
巻

一
で
は
、

今
世
俗
。
客
至
則
啜
茶
、
去
則
啜
湯
。
湯
取
薬
材
甘
香
者
屑
之
、
或
温
或

涼
、
未
有
不
用
甘
草
者
。
此
俗
遍
天
下
。

と
、
こ
の
よ
う
な
風
習
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
世
間

の
風
習
で
は
、
来
客

が
あ

っ
た
時
、
先
ず
お
茶
を
出
し
、
そ
の
客
が
帰
る
前

に
お
湯
を
出
す
。
そ
の
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湯
は
薬

で
作

っ
た
も
の
で
、
元
気
を

つ
け

て
体

に
栄
養
を
補
充
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。
茶
は
ど
う
し
た
か
。
『新
修
本
草
』
に
は
、

(茶
)
作
飲
、
加
茱
萸

・
葱

・
姜
等
、
良
。

と
あ
り
、
蘇
轍

の

「和
子
瞻
煎
茶
」
と
題

す
る
詩
に
も
、

(
17
)

北
方
俚
人
茗
飲
無
不
有
、
塩
酪
椒
姜
誇
満
口
。

と
い
う
よ
う
な
話

に
よ
っ
て
、
茶
を
煮
る
時

に
も
、
生
姜

・
葱

・
茱
萸
な
ど
を

加
え
た
こ
と
が
分
か
る
。
何
故
な
ら
ば
、
李
時
珍
の

『本
草
綱
目
』

の
解
釈
に

よ
る
と
、
生
姜

・
葱

・
茱
萸
は
す
べ
て
熱
性

の
も
の
で
、
茶
と

一
緒
に
飲
め
ば

茶

の
寒
性
を
調
整

で
き
る
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。

南
宋

の
都
、
臨
安

の
喫
茶
店
で
は
、
更

に
普
通
の
茶
の
湯

の
ほ
か
に
、
季
節

の
変
化

に
相
応
し
て
色

々
な
保
健
性

の
茶

の
湯
な
ど
の
飲
み
物
を
開
発
し
た
。

呉
自
牧

の

『夢
粱
録
』
巻
十
六

「茶
肆
」

に
は
、

冬
月
、
添
賣
七
宝
擂
茶

・
鰍
子

・
葱
茶
、
或
賣
塩
鼓
湯
。
夏
天
、
添
賣
雪

泡
梅
花
湯
、
或
縮
脾
飲
暑
薬
之
属
。

と

述

べ

ら

れ

て

い

る
。

従

っ
て
、
茶

は
日
常
生
活
に
お
け
る
極

め
て

一
般
的
な
日
用

の
飲
み
物
と
し

て
、
食
療

の
方
式
を
以
て
、
そ
の
様
々
な
医
薬
養
生

の
働
き
を
発
揮
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
唐
宋
時
代

の
人
々
が
茶

の
薬
用
価
値
を
発
見
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
滅
多
に
薬
と
し
て
他
剤
と

一
緒
に
使
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
し

て
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
、
小
稿

で
先
に
提
示
し
た
質
問

の
答
え
に
な
る
で
あ
ろ

う
と
思
う
。

ま
た
、
『茶
経
』
の
著
述

の
目
的
と
主
旨
は
飲
食
養
生

で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

先
ず
第

一
に
、
『茶
経
』
に
お
け
る
茶

の
効
用
は
飲

み
物

で
あ

っ
て
、
薬

で

は
な
い
。
前
述

の
陸
羽
が
設
け
た
風
炉
に
は
、
「伊
公
羹
、
陸
氏
茶
」
と
い
う

銘
文
が
あ
る
。
伊
尹
は
殷
湯
王

の
大
臣
、
有
名
な
料
理
の
聖
で
あ
る
。
陸
羽
は
、

伊
尹
が
作

っ
た
食
べ
物
と
し
て
の
羹
と
自
分

の
茶
と
を
同
列
に
論
じ
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
意
図
が
明
ら
か
で
あ
り
、
自
分

の
研
究
す
る
茶

の
ド
リ
ン
ク
に

対
し
て
自
信

に
満
ち
み
ち
て
い
る
よ
う
だ
。
そ

の
ほ
か
、
「
六
之
飲
」
篇
で
は
、

茶
之
為
飲
、
發
乎
神
農
氏
、
(中
略
)
盛
於
国
朝
。
両
都
並
荊
渝
間
、
以

為
比
屋
之
飲
。

と
言

っ
て
い
る
。
茶

は
飲
み
物
と
し
て
既
に
こ
の
よ
う

に
流
行
し
て
い
る
が
、

陸
羽
は
ど
う
し
て
専
ら
熱
心
に
茶
を
研
究
し
、
数
十
年
も
か
け
て

『茶
経
』
を

書

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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天
育
万
物
、
皆
有
至
妙
。
人
之
所
工
、
但
猟
浅
易
。
所
庇
者
屋
、
屋
精
極
。

所
著
者
衣
、
衣
精
極
。
所
飽
者
飲
食

、
食
與
酒
皆
精
極
之
。

つ
ま
り
、
人
間

の
生
活
と
と
て
も
密
接
な
関
係

に
あ
る
様
々
な
も
の
は
、
例

え
ば
部
屋
や
衣
服
、
ま
た
飲
食

の
中

の
食

べ
物
や
酒
な
ど
、

い
ず
れ
も
精
緻
を

極
め
て
い
る
。
し
か
し
、
人
間

の
生
活
に
対
し
て
同
様
に
重
要
な
飲
み
物

で
あ

る
茶

の
飲

み
方
だ
け
は
矢
張
り
大
ま
か
な
状
況

に
お
か
れ
て
い
る
と
、
陸
羽
は

見
な
し
た
。
ま
さ
に
李
肇
が

『唐
国
史
補
』
巻
中

で
、

(陸
)
羽
有
文
学
、
多
意
思
。
恥

一
物
不
尽
其
妙
、
茶
術
尤
著
。

と
言

っ
て
い
る
よ
う
に
、
陸
羽
は

一
つ
の
も
の
を
極
点
ま
で
や
ら
な
い
と
満
足

し
な
い
、
こ
れ
が
茶
の
術

に
お
い
て
最
も
著

し
い
と
見
な
さ
れ
た
。

だ
か
ら
、
陸
羽
は
も

っ
と
合
理
的
精
緻

な
茶

の
術
を
研
究
提
唱
す
る
責
任
が

あ
る
と
強
く
考
え
て
、
茶
が
人
間

の
養
生
健
康

の
た
め
に

一
層
よ
く
役
立

つ
よ

う
に
奉
仕
し
、
「体

は
五
行
を
均
し
く
し
、
百
疾
を
去
る
。
」
と
い
う
目
的

に
達

す
る
の
で
あ

る
。
従

っ
て
、
『茶
経
』

で
は
茶
と
健
康

の
関
係
を
ず

っ
と
注
目

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
は
茶

の
植
え

つ
け

・
摘
み
と
り

・
製
造

・
入
れ

方

・
飲

み
方
な
ど

の
全
過
程
各
方
面
を
貫

い
て
い
る
。
茶
は
ど
う
す
れ
ぽ
健
康

に
良

い
か
、
ど
う
す
れ
ば
健
康

に
悪
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
詳

し
く
分
析
し
、

繰
り
返
し
て
説
明
し
て
い
る
。

冒
頭
の

コ

之
源
」
篇
で
は
、
茶

の
養
生

の
働
き
を
並
べ
て
い
る
。

茶
之
為
用
、
味
至
寒
。
為
飲
、
最
宜
精
行
倹
徳
之
人
。
若
熱
渇
凝
悶
、
脳

疼
目
渋
、
四
肢
煩
、
百
節
不
舒
。
聊
四
五
啜
、
與
醍
醐
甘
露
抗
衡
也
。

の
よ
う
に
、
茶

の
効
用
は
、
味
が
至

っ
て
寒

で
あ
る
。
飲
用
と
し
て
、
特
に
行

い
す
ぐ
れ
、
倹

の
徳

の
あ
る
人
に
ふ
さ
わ
し
い
。
も
し
熱
が
あ

っ
て
喉
が
渇
き
、

気
が
ふ
さ
い
だ
り
、
頭
痛
が
し
目
が
し
ぼ
た
た
き
、
手
足
が
け
だ
る
く
痛
み
、

百
節
が

の
び
や
か
で
な
い
時
に
、
ま
あ
四
、
五
杯
も
飲
め
ぽ
、
醍
醐
や
甘
露
と

は
り
あ
う
よ
う
な
味
が
す
る
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
茶
が
こ
れ
ら

の
よ
う
な
い
く

つ
か
の
効
用
を
無
条
件
に
発
揮
す
る

こ
と
は
な
い
。
も
し
茶
の
育

つ
環
境
が
悪
け
れ
ば
、

陰
山
坡
谷
者
、
不
堪
採
綴
。
性
凝
滞
、
結
瘢
疾
。

と
あ
る
よ
う
に
、
山
陰
や
谷
間
の
茶
は
摘
み
飲
む
に
堪
え
な
い
も

の
で
あ
る
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
で
で
き
る
茶

の
質
は
さ
ら
り
と
せ
ず
、
飲

め
ぽ
腹

に
痼
り
が
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
茶
は
、
陰
が
過
ぎ
陽
が
不
足
で
、
陰
と
陽
と
が
お
互
い
に

助
け
あ
わ
な
い
た
め
で
あ

る
と
考
え
る
。
次
に
、
も
し
、
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採
不
時
、
造
不
精
、
雑
以
卉
莽
。
飲
之
成
疾
。

の
よ
う
に
、
茶
を
き
ま

っ
た
時
期
に
採
ら
ず
、
造
る
の
が
粗
末
で
あ
り
、
ま
た

ほ
か
の
草
木

の
葉
を
混
ぜ
た
り
し
た
も
の
を
飲
め
ば
、
病
気
に
な
る
。
陸
羽
は

他

の
養
生
妙
品
の

一
つ
で
あ
る
人
参

(オ
タ
ネ

ニ
ン
ジ
ソ
、
勺
9。蠧
×
ゆqぎ
ω穹
ひq
O
・

〉
・
罎
Φ《
.)
を
比
喩
と
し
て
そ
の
理
由
を
説
明
し
た
。
即
ち
、
茶
が
災
い
と
な

る
の
は
ち
ょ
う
ど
人
参

の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
人
参

の
上
質

の
も

の
は
上
党

に
生
じ
、
中
質
の
も

の
は
百
済

・
新
羅

に
生
じ
、
下
質

の
は
高
麗

に
生
ず
る
。

澤
州

.
易
州

.
幽
州

.
檀
州

に
生
ず
る
も

の
は
薬
と
し
て
は
効
き
目
が
な
い
。

ま
し
て
そ
れ
以
外

の
も

の
を
飲

ん
だ
時

は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
も

し
、
薺
葛

(そ
ば
な
)
の
茎
を
飲
ん
だ
時

は
、
あ
ら

ゆ
る
病
は
癒
え
な

い
。
人
参
が
災

い

と
な
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
茶

の
災

い
と
な
る
時
の
こ
と
も
す
べ
て
分
か
る
で

あ
ろ
う
。

茶
を
煮
る
に
は
水
が
な
け
れ
ぽ
で
き
な

い
。
そ
し
て
水

の
品
質
が
良

い
か
ど

う
か
、
茶

の
湯

の
品
質
だ
け
で
な
く
、
人
体

の
健
康
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
だ
か
ら

『茶
経
』
は
水

の
選
択
を
特

に
重
ん
ず
る
。
「五
之
煮
」
篇
で
は
、

茶
を
煮
た
て
る
水
は
、
山

の
水
を
用
い
る

の
が
上
等
で
、
川
の
水
は
中
等
、
井

戸

の
水

は
下
等

で
あ
る
。
山

の
水

の
場
合

は
、
乳
泉

・
石
池

の
緩
く
流
れ
て
い

る
も
の
が
上
等

で
あ
る
。
激
し
く
涌
く
水
、
急
流
を
な
す
水

は
飲
ん
で
は
な
ら

な
い
。
そ
ん
な
水
を
飲
み
つ
づ
け
て
い
る
と
、
頸
の
病
が
起

こ
る
。
川

の
水
の

場
合

は
、
人
里
か
ら
遠
く
離
れ
た
の
を
汲

み
、
井
戸
水

の
場
合
は
よ
く
汲
ま
れ

る
も
の
を
選
ぶ
ほ
う
が
よ
い
、
と
言

っ
て
い
る
。

最
後

に
茶

の
湯
を
飲
む
時
、
そ
の
温
度
に
も
気
を

つ
け
る
べ
き
で
、
冷
た
く

な
く
て
、
熱

い
ほ
う
が
よ
い
。
熱

い
う
ち
は
重
い
濁
り
が
下
に
固
ま
り
、
精
華

な
も
の
が
上
に
浮
か
ぶ
か
ら
で
あ
る
。
も
し
冷
え
て
い
る
と
、
精
華
は
な
く
な

る
か
ら
飲

め
ぽ
消
化
し
な

い
の
も
当
然
で
あ
る
、
と
言

っ
て
い
る
。

私

の
理
解
に
よ
る
と
、
も

っ
と
合
理
的
で
精
緻
な
茶

の
術
を
研
究

・
提
唱
し

て
喫
茶
と
人
間

の
健
康

の
関
係

に
非
常

に
注
目
し
た
こ
と
が
、
『茶
経
』

の
著

述
目
的

で
あ
り
主
旨

で
あ
ろ
う
。

『茶
経
』

の
主
旨

に
つ
い
て
は
、
従
来

の
研
究
者

た
ち
が
大
体

「最
宜
精
行

倹
徳
之
人
」
と
い
う
話
だ
け
、
特

に

「精
行
倹
徳
」
の
四
つ
の
文
字
だ
け
に
注

目
し
て
、

こ
の
内
容
を
絶
え
ず
詳
し
く
検
討
し
、
し
か
も
現
在

の
理
念
に
よ

っ

て
こ
れ
に
新

た
な
意
義
を
与
え

て
い
る
。
し
か
し
、
『茶
経
』
が
繰
り
返
し
て

強
調
し
た
茶
と
健
康
と
い
う
よ
う
な
話
に
対
し
て
は
、
し
ば
し
ば
見
て
見
な
い

ふ
り
を
し
て
い
る
。
「精
行
倹
徳
」
と
い
う
言
葉
は

『茶
経
』
の
理
念

の
レ
ベ

ル
を
示
す
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
適
当
な
評
価
を
与
え
る
こ
と
は
無

理
で
は
な
い
が
、
茶
を
人
間

の
養
生

・
健
康

の
た
め
に

一
層
よ
く
役
立
た
せ
る

と

い
う
よ
う
な
主
旨

に
対
し
て
は
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
を
無
視
す
べ
き
で
は
な

い
と
思
う
。

実
際

に
、
陸
羽

の
著
述
の
目
的
と

『茶
経
』

の
主
旨
に
関
し
て
、
陸
羽

の
茶

道
に
傾
倒
し
て
い
る
唐
末
の
有
名
な
詩
人
皮
日
休
が

「茶
中
雑
詠
」
と
い
う
シ

リ
ー
ズ
の
詩

の
序
文
で
立
派
に
概
括
し
て
い
た
。
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自
周
已
降
、
及
於
国
朝
茶
事
、
竟
陵

子
陸
季
疵
言
之
詳
矣
。
然
季
疵
以
前
、

称
茗
飲
者
必
渾
以
烹
之
、
與
夫
淪
蔬

而
啜
者
無
異
也
。
季
疵
之
始
為
経
三

巻
、
由
是
分
其
源
、
制
其
旦
ハ、
教
其

造
、
設
其
器
、
命
其
煮
。
俾
飲
之
者

(18

)

除
瘡
而
去
癘
。
雖
疾
医
之
不
若
也
。

其
為
利
也
、
於
人
山己
小
哉
!

と
あ

っ
て
、
周
朝
以
後
、
唐
代
に
及
ぶ
茶

事
は
、
陸
羽
の
こ
れ
を
言
う
こ
と
詳

ら
か
な
り
。
し
か
れ
ど
も
陸
羽
以
前
、
喫
茶
を
称
す
る
者
、
必
ず
ま
じ
え
て
以

て
こ
れ
を
烹

る
。
か
の
蔬
菜
を
煮
て
啜
る
も
の
と
異
な
る
無
き
な
り
。
陸
羽
が

初
め
て

『茶
経
』
三
巻
を
書
い
た
。
本

の
中
で
茶

の
本
源
を
分
か
ち
、
製
茶

の

工
具
を
決

め
、
そ

の
造
を
教
え
、
そ
の
器
を
設
け
、
そ
の
煮
を
命
じ
る
。
茶
を

飲
ま
し
む
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を
払
わ

せ
、
医
者
と
雖
も
し
か
ざ
る
な
り
。

そ

の
利
た
る
や
、
人

に
お
い
て
あ

に
少
な

か
ら
ん
や
、
と
あ
る
。

因

に
、
中
国

の
飲
食
文
化
の
体
系

で
は
、
食
べ
物
若
し
く
は
飲

み
物
が
良

い

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
規
準
は

「色

・
香

・
味
」

で
あ

る
。
「色
」
と
い
う

の

は
色
合

い
で
、
「香
」
と
い
う
も
の
は
匂

い
で
、
「味
」
と
い
う
も
の
は
味
わ
い

で
あ
る
。
そ
の
中

で
味

は
最
も
重
要
な
も

の
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
茶

は
飲
食

の
も
の
と
し
て
、
そ
の
品
質
が
色

・
香

・
味
に
よ

っ
て
決
ま
る
こ
と
は

当
然

で
あ
る
。
『大
観
茶
論
』
や
宋
代

の
蔡
襄

の

『茶
録
』
は
専
ら
こ
れ
を
論

じ
て
、
ま
た
相
変
わ
ら
ず
味
を
中
核
と

し
た
。
た
と
え
ば
、
『大
観
茶
論
』
で

は
、

茶
以
味
為
上
。

の
よ
う
に
、
茶
で
は
味
が

一
番
大
切
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。
茶
の
味

に
つ

い
て
は
、
前
述

の
本
草
家
ら
が
薬
と
し
て
主
に

「苦
」
「
甘
」
と
確
認
し
た
ほ

か
に
、
唐
宋
時
代

に
お
け
る
飲
み
物
と
し
て
の
認
識
も
こ
れ
と
同
じ
だ

っ
た
。

『茶
経
』
は
茶

の
品
種
に
よ

っ
て
、
茶

の
味

は
甘

い
の
が
樌
で
、
甘
か
ら
ず
し

て
苦

い
の
が
蘚

で
、
啜
る
と
苦
く
て
飲
み
込
む
と
甘
い
の
が
茶
で
あ
る
、
と
分

類
し
て
い
る
。
朱
熹
は
次

の
よ
う
に
、

先
生
因
喫
茶
罷
。
日
、
物
之
甘
者
、
喫
過
必
酸
。
苦
者
、
喫
過
却
甘
。
茶

(
19
)

本
苦
物
、
喫
過
却
甘
。

と
言

っ
て
か
ら
、
更
に
人
間
に
と

っ
て
も

「始
於
憂
勤
、
終
於
逸
楽
」
と
い
う

よ
う
な
人
生
哲
理
を
示
唆
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
茶

の
味
に
は
単
な
る
苦
味

だ
け
で
は
な
く
、
甘
味
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
が
、
当
時

の
人
々
は
茶

の
甘
味
が
好
き
で
、
苦
味
が
嫌

い
で
あ

っ
た
。

『茶
録
』
で
は
、

茶
味
主
於
甘
滑
。
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と
、
茶

の
味
は
甘
く
滑
ら
か
で
あ

る
こ
と
が
大
事
な
点
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

『大
観
茶
論
』
も
、

甘
香
重
滑
、
為
味
之
全
。

と
、
茶
は
甘

い
香
り
、
重
い
滑
ら
か
さ
が

味
の
完
全
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
蘇
軾
は
か

つ
て
茶

の
苦
味

で
事
物
が
両
方
と
も
都
合

の
良
い
よ

う
に
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
い
う
道
理
を
比
喩
し
た
。

(
20
)

茶
苦
患
不
美
、
酒
美
患
不
辣
。
萬
事
無
不
然
。

と
言

っ
て
、
茶
は
苦
か

っ
た
ら
ま
ず
い
虞
が
あ
り
、
酒
は
お
い
し
か

っ
た
ら
辛

く
な
い
虞
が
あ
る
。
世
間

の
万
物
は
、

い
つ
も
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
。
こ
れ
は

本
当

に
興
味
深

い
話

で
あ
ろ
う
。

5

喫
茶
養
生
の
具
体
的
な
形
式
の
も
う

一
つ
は
修
心

現
在

の
医
学
で
は
、
茶
の
カ
フ
ェ
イ

ン
と
テ
オ
フ
ィ
リ
ソ
は
直
接
心
臓
を
興

奮
さ
せ
、
冠
状
血
管
を
拡
張
し
、
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
働
き
を
持

つ
と
い
う
実
験

結
果
を
出
し
た
。
し
か
し
、
唐
宋
時
代
の
人
々
の
茶
の
心
臓

に
対
す
る
医
療
作

用

の
認
識
は
随
分
限
り
が
あ
る
。
沢
山
の
文
献
資
料
の
中
で
は
、
小
稿

の
表
1

に
示
し
て
い
る
唐
代

の
李
絳

の

『兵
部
手
集
方
』

の
、
茶
で
心
の
痛
み
を
治
す

と
い
う
処
方
例
し
か
見

つ
け
ら
れ
な

い
。
当
時
の
中
国
人
は
、
茶

の
心
臓
に
対

す
る
働
き
が
主

に
心
理
的
な
方
面
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ

の
上
、
陸
游

の

次

の
よ
う
な
詩

の

一
節
、

(
21

)

超
然
高
世
韻
、
何
獨
駆
睡
昏
。

に
よ

っ
て
、
喫
茶
は
睡
魔
を
払
う
だ
け
で
な
く
、
精
神

の
楽
し
み
、
人
格

の
陶

冶
な
ど
の
ほ
う
が
も

っ
と
著
し
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

唐
宋
時
代
に
は
、
仏
教

の
禅
宗
や
儒
教

の
理
学
、
道
教

の
内
丹
気
功
説
が
興

隆

・
発
展
し
、
人
間

の
心
理

の
修
養
や
精
神

の
陶
冶
が
益
々
重
ん
じ
ら
れ
、
人

間

の
自
覚
的
な
理
性
を
啓
発
す
る
こ
と
が
、
こ
の
時
代

の
社
会
文
化

の
主
流

に

な

っ
て
い
た
。
喫
茶
と
修
心
と
は
こ
の
よ
う
な
背
景
で
関
係
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。修

心
と
い
う
も

の
は
、
様
々
な
世
間
の
悩
み
か
ら
抜
け
出
し
、
い
ろ
い
ろ
な

欲
念
を
払

い
、
浮
世
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
、
心
が
穏
や
か
で
気
持
ち
が
落
ち
着

い
て
い
る
精
神
状
態
に
達
す
る
こ
と
を
い
う
。
沢
山

の
茶
詩
が
こ
れ
を
示
し
て

い
る
。
例
え
ば
、

(
22

)

潔
性
不
可
汚
、
為
飲
滌
塵
煩
。
(韋
應
物
の
詩

「喜
園
中
茶
生
」)

竹
下
忘
言
対
紫
茶
、
全
勝
羽
客
酔
流
霞
。
塵
心
洗
尽
興
難
尽
、

一
樹
嬋
声

(23
)

片
影
斜
。
(銭
起
の
詩

「与
趙
菖
茶
宴
」)
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の
よ
う
に
、
茶

は
極
め
て
清
潔
な
も

の
で
、
飲
め
ば
俗
世
の
煩
わ
し
さ
の
塵
も

洗
い
落
と
す

こ
と
が
で
き
る
と
見
な
さ
れ

て
い
る
。
喫
茶
を
し
て
修
心
を
す
る

こ
と
は
、
「形
神

一
体
」
の
養
生
方
法
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。

道
教
家
は
養
生
の
最
高

の
理
想
と
し
て

「奪
胎
換
骨
」
し
て
神
仙

に
な
ろ
う

と
考
え
る
。
実

に
詩
人
は
喫
茶
に
よ

っ
て
仙
霊
に
通
ず
る
陶
酔

の
境
地
に
も
達

す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
た
。
研
究
者

ら
に
よ
く
引
用
さ
れ
て
周
知
と
な

っ

て
い
る
盧
全

の
有
名
な
詩

「七
椀
の
茶
」

の
他
に
、
陸
羽
の
親
し
い
友
達
、
僧

皎
然
が
撰
し
た

「飲
茶
歌
誚
崔
石
使
君
」

と
い
う
詩

に
も
、

一
飲
滌
昏
寐
、
情
来
朗
爽
満
天
地
。

再
飲
清
我
神
、
忽
如
飛
雨
瀝
軽
塵
。

(24
)

三
飲
便
得
道
、
何
須
苦
心
破
煩
悩
。

と
あ

っ
て
、

こ
の
よ
う
な
精
神
の
域
を
詠
じ
て
い
る
。

更
に
、
白
居
易
の

「食
後
」
と
い
う
詩

で
は
、

食
罷

一
覚
睡
、
起
来
両
甌
茶
。
挙
頭

看
日
影
、
已
復
西
南
斜
。
楽
人
惜
日

(25
)

促
、
憂
人
厭
年
畭
。
無
憂
無
楽
者
、

長
短
任
生
涯
。

の
よ
う
に
、
人
生
を
超
越
し
た
人
間
は
、

時
間
が
長

い
と
か
短

い
と
か
不
満
を

述
べ
る
こ
と
な
く
、
与
え
ら
れ
た
生
命
を
生
き
て
い
く
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
闊
達

で
自
然
な
生
命
観
は
、
喫
茶
修
心

の
最
高
の
精
神

の
境
地

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

6

喫
茶
養
生
に
対
す
る
弁
証
法
的
な
認
識

あ
ら
ゆ
る
事
物

に
も
積
極
的
と
消
極
的

の
二

つ
の
面
が
あ
る
と
い
う
見
方

は
、

中
国
人
の
伝
統
的
な
知
恵
で
あ
る
。
喫
茶
と
養
生
に
つ
い
て
も
、
唐
宋
人
の
考

え
方
は

一
辺
倒
で
は
な
い
。
喫
茶

の
経
験
を
積

み
重
ね
る
に
つ
れ
て
、

一
方

で

は
、
人
々
は
喫
茶

の
持

つ
養
生

に
役
立

つ
沢
山
の
効
能
を
是
認
す
る
と
と
も
に
、

も
う

一
方
で
は
、
喫
茶
が
体
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
も

い
よ
い
よ

は

っ
き
り
と
認
識
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
唐
の
玄
宗
皇
帝
時
代

の
右
補
闕

の
職
務
を
担
任
し
た
母
景

(或

い
は
嬰
を
書

い
て
い
る
)

に
は
次
の
よ
う
な
名

言
が
あ
る
。

釋
滞
銷
壅
、

一
日
之
利
暫
佳
。
瘠
氣
侵
精
、
終
身
之
.累
斯
大
。
獲
益
則
帰

(26
)

功
茶
力
、
貽
患
則
不
爲
茶
災
。
岩
非
福
近
易
知
、
禍
遠
難
見
者
乎
。

と
あ

っ
て
、
茶
が
消
化
を
助
け
る
こ
と
は
、
暫
く
の
利
益
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

元
気
を
害
す
る
こ
と
は
、
終
身

の
大
き
な
禍
と
な
る
。
利
益
が
あ
れ
ば
、
そ
の

功
を
茶
の
力
に
帰
す
る
が
、
弊
害
が
あ
れ
ば
、
茶
の
災

い
だ
と
し
な
い
。

つ
ま

り
、
喫
茶
の
利
よ
り
も
害

の
ほ
う
が
多

い
と
い
う
の
で
あ
る
。

蘇
軾
も
茶

の
利
害
を
論
じ
た
。
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東
坡
論
茶
云

"
除
煩
去
膩
、
世
固
不
可
無
茶
。
然
暗
中
損
人
不
少
。
昔
人

云
、
自
茗
飲
盛
後
、
人
多
患
氣
、
不
復
患
黄
。
雖
損
益
相
半
、
而
消
陽
助

陰
、
不
償
損
也
。
吾
有

一
法
、
常
自

修
之
。
毎
食
已
、
輒
以
濃
茶
漱
口
、

煩
膩
既
去
、
而
脾
胃
不
知
。
凡
肉
之
在
歯
間
者
、
得
茶
漱
浸
、
乃
不
覚
脱

去
、
不
煩
刺
挑
也
。
而
歯
性
便
若
縁

此
漸
堅
密
、
蠹
病
自
已
。
然
率
用
中

下
茶
。
其
上
者
亦
不
常
有
、
間
数
日

一
啜
、
亦
不
為
害
也
。
此
大
是
有
理
、

(
27
)

而
人
罕
知
者
、
故
詳
述
云
。

と
あ

っ
て
、
蘇
軾
の
見
方
は
、
母
景
と
大
体
同
じ
で
あ
る
が
、
違
う
と
こ
ろ
も

あ
る
。
即
ち
、
喫
茶

の
悪
い
点
を
示
唆
す

る
と
と
も
に
、

一
層
合
理
的
な
喫
茶

の
方
法
を
提
唱
し
た
。
大
掴

み
に
言
え
ば

、

一
つ
は
、
茶
で
口
を
濯
ぐ
、
脾
胃

を
害
さ
せ
な
い
上
に
歯
を
保
護
で
き
る
。
も
う

一
つ
は
、
茶
を
た
く
さ
ん
飲
ま

ず
に
、
数
日
お
き
に

一
回
飲
む
方
法
を
勧

め
て
い
る
。

二

日
本

に
お
け

る

『喫
茶
養

生
記
』
を
中
心

と
し

た
喫

茶
養
生
観
と
中

国

の
そ
れ
と

の
異
同

平
安
時
代

の
茶
文
化
は
、
当
時

の
中
日
交
流

の
盛
ん
な
時
で
も
そ
れ
ほ
ど
広

ま
り
を
見
せ
ず
、
日
本
が
受
け
入
れ
た
大
陸
文
化

の
全
体
量
か
ら
見
れ
ぽ
副
次

的
な
も

の
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
そ
の
後

の
茶
文
化
と
の
繋
が
り
も
殆
ど
な
く
、

ま
さ
に
栄
西

の

『喫
茶
養
生
記
』
で
は
、

次
に
述

べ
る
よ
う

に
、
「わ
が
国

の

医
術
に
た
ず
さ
わ
る
人
は
、
茶
を

つ
く
る
法
を
知
ら
な
い
た
め
に
、
こ
れ
を
医

薬
と
し
て
用

い
な
い
。
そ
れ
ぼ
か
り
か
却

っ
て
彼
等
は
、
茶
を
薬
で
は
な
い
な

ど
と
悪
口
を
言
う
。
こ
れ
は
茶
が
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
全
く
知
ら
な

い
か
ら

で
あ
る
。
」
と
い
う
話

に
よ

っ
て
、
十
三
世
紀

に
な

っ
て
、
日
本
人
が

喫
茶
を
し
な
か

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
茶

の
薬
効
さ
え
も
分
か
ら
な
か

っ
た
と

い
う
現
象
を
示
し
て
い
る
。

栄
西
と
彼

の

『喫
茶
養
生
記
』
の
、
日
本

の
茶
文
化

の
新
た
な
発
展
と
か
、

中
日
茶
文
化

の
交
流
の
再
度

の
高
ま
り
と
か
に
対
す
る
際
立

っ
た
貢
献
は
、
ど

の
視
点
か
ら
み
て
も
、
特
別

に
称
賛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

『喫
茶
養
生
記
』
は
執
筆
し
た
時
期

の
違

い
に
よ
り
初
治
本
と
再
治
本

の
二

種

に
分
け
ら
れ
る
。
小
稿

の
引
用
し
て
い
る

『喫
茶
養
生
記
』
の
内
容
は
、
初

治
本

の
分
が

『茶
道
古
典
全
集
』
第
二
巻

(千
宗
室
総
監
修
、
昭
和
三
十
三
年
、

淡
交
社
)、
再
治
本

の
分
が

『日
本
の
禅
語
録

・
栄
西
』
(古
田
紹
欽
著
、
昭
和
五

十
二
年
、
講
談
社
)
で
、
紙
幅
に
制
限
が
あ

る
の
で
そ

の
現
代
語
訳
を
以
下

に

拝
借
し
て
い
る
。

1

『喫
茶
養
生
記
」
の
中
国
喫
茶
養
生
説
に
関
し
て
の
思
想
上
の
受
け
継
ぎ

と
改
変

人
間
は
何

の
た
め
に
養
生
を
必
要
と
す
る
か
に
つ
い
て
、
栄
西
は
先
ず
序
文

で
末
世
説
を
提
示
し
た
。
「
こ
の
世

の
初
に
は
人
の
四
大

(地
は
骨
と
肉
、
水
は

血
、
火
は
体
温
、
風
は
活
力
に
あ
た
る
)
は
、
天
上
界
に
住
む
神
々
と
同
じ
ほ
ど
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喫茶と養生についての中日比較

堅
固
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
現
在
末
世
の
人

は
ど
う
か
と
い
う
と
、
そ
の
骨
と
肉

が
朽
木
の
よ
う
に
怯
弱
に
な

っ
て
し
ま

っ
て
、
針
や
灸
を
し
て
も
、
か
え

っ
て

体
を
い
た
め
る
だ
け
で
あ
り
、
湯
治
も

ま
た
効

か
な
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
従

っ
て
こ
れ
ら
の
治
療
法
を
好
ん
で
行
う
者
は
次
第

に
弱
く
な
り
、
遂
に

は
そ
の
骨
と
肉
は
く
ち
果
て
て
し
ま
う

で
あ
ろ
う
。
ま
こ
と
に
お
そ
る
べ
き
こ

と
で
あ
る
。
」
と
。

次

は
生
命
を
大
切
に
す
る
思
想

で
あ

る
。
「
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
に
、
天

表3『 喫茶養生記』の五行配当表

五色 五官 五精

魂

魄

神

志

想

眼

鼻

舌

口

耳

青

白

赤

黄

黒

五期

春

秋

夏

四季末

冬

五行 五臓 五味 五方

東

西

南

中

北

酸
辛

苦

甘
鹹

肝

肺

心
脾

腎

木

金

火

土

水

が
万
物
を
創
造
し
た
時
、
最
も
重
視
し
た
の
は
、

人
を
造

る
こ
と
で
あ

っ
た
。
だ
か
ら
ま
た
人
に

と

っ
て
最
も
賢
明
な
こ
と
は
、

一
生
を
健
康

に

し
て
、
天

か
ら
授
け
ら
れ
た
生
命
を
大
切

に
守

る
こ
と

で
あ
る
。
人
が

一
生
を
健
康
に
お
く
る
、

そ
の
根

源
は
養
生
す
る
こ
と
に
あ
る
。
」
と
い

う
。『喫

茶
養
生
記
』

で
は
、
養
生

の
方
法

に

つ

い
て
の
論
証
も
す
べ
て
五
行
理
論

に
よ

っ
て
い

る
。

こ
の
本
に
述
べ
ら
れ
た
五
行
や
五
臓

・
五

味
な
ど

の
関
係
を
要
約
す
る
と
表
3
の
よ
う
に

な
る
。

も
し

こ
の
表
と
前
述
の

『素
問
』

の
五
行
配

当
表
と
を
比
べ
た
ら
、
両
方
は
完
全

に
同
じ
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

『喫
茶
養
生
記
』

に
お
け
る
五
行
理
論
の
出
典
は
、
『尊

勝
陀
羅
尼
破
地
獄
儀
軌
秘
抄
』
な
ど
の
三

つ
の
仏
教
密
宗

の
経
典

で
あ
り
、
直

接
に

『黄
帝
内
経
』
と
い
う
よ
う
な
医
書
か
ら
出
た
の
で
は
な
い
。
森
鹿
三
氏

の
考
証

に
よ
る
と
、
こ
の
三

つ
の
密
宗
経
典
は
、

い
ず
れ
も
中
天
竺
の
有
名
な

密
教
僧

の
善
無
畏
が
西
暦
八
世
紀

の
初

め
に
唐

の
玄
宗

の
命
に
よ

っ
て
梵
語
か

ら
中
国
語

に
翻
訳
し
た
も

の
で
あ

る
。
梵
語
原
典

の
中

に
、
イ
ン
ド
の
五
大

(空
風
火
水
地
)
思
想
が
あ
り
、
善
無
畏
は
翻
訳
す
る
に
際
し
て
、
中
国
人

の
耳

に
入
り
易

い
よ
う
に
、
中
国
固
有

の
五
行
に
よ
る
事
物
配
当
を
採
用
し
た
の
で

(
28

)

あ
ろ
う
と
森
氏
は
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
え
ぽ
、
こ
の
三

つ
の
書
物
は
密

教
経
典
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
中
国

の
五
行
理
論
が
完
全
に
取

り
入
れ
ら
れ
て
中
国
的
な
も
の
に
な

っ
た
。

人
体

の
健
康

は
、
こ
の
五
行

の
調
和

に
基
づ
き
保
障
さ
れ
る
。
「
こ
こ
に
養

生

の
術
計

に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
五
臓
を
健
全

に
維
持
す
る
こ
と

で
あ

る
。」
と
い
う
。
だ
か
ら
、
『喫
茶
養
生
記
』
の
巻
上
は

「五
臓
和
合
門
」
と
特

に
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
題
目
を
見
る
と
、
思
わ
ず
陸
羽

の

「体

は
五

行
を
均
し
く
し
、
百
疾
を
去
る
。
」
と
い
う
銘
文
を
思

い
出
さ
せ
な
い
で
あ
ろ

う
か
。

い
わ
ゆ
る
茶
が
養
生
仙
薬

で
あ
る
と
い
う
言
い
方
は
、

こ
の
書
物

の
冒
頭
か

ら
終
わ
り
ま
で
繰
り
返
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
「
そ
も
そ
も
茶
と

い
う
も
の
は
、
末
世
に
お
け
る
養
生
の
仙
薬

で
あ
り
、
人

の
寿
命
を
延
ば
す
妙

術

で
あ
る
。
そ
の
茶

の
木
が
生
え
る
山
谷
は
神
秘
霊
妙
な
土
地
で
あ
り
、
そ
の
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茶
を
摂
取
す
る
人
は
長
命
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
茶
は
、
イ
ン
ド
で
も
中
国

で
も
尊
重
さ
れ
て
い
る
し
、
か

つ
て
は
わ
が
日
本
で
も
嗜
愛
さ
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
昔
か
ら
日
本
で
も
中

国
で
も
、
茶
を
貴

ん
で
き
た
の
で
あ

る
か
ら
、
今
さ
ら
こ
れ
を
用

い
な
い
で
す

ま
す
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
ま
し
て

茶
が
末
世
に
お
け
る
養
生

の
良
薬

で
あ
れ
ぽ
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ

っ
て
、

そ
の
事
情
を
よ
く
く
み
と
ら
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
」
と
。
「ま
こ
と
に
茶

は
貴

い
も
の
で
あ
る
。
即
ち
上
は
神
霊

・
諸
天

の
境
界
に
も
通
じ
、
下
は
飽
食

の
た

め
に
お
か
さ
れ
た
人
を
も
救
う
の
で
あ
る
。
諸
薬
は
た
だ

一
つ
一
つ
の
病
気

に

対
し
て
、
そ
の
効
力
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
茶
は
す
べ
て
の

病
気

に
効
く
万
能

の
薬
な

の
で
あ
る
。」

「茶
も
桑
も
、
と
も
に
仙
薬

の
最
上
の

も

の
で
あ
る
。
」
と
い
う
。

『喫
茶
養
生
記
』
を
通
覧
し
て
み
て
、

そ
こ
に
は
仏
教

の
思
想
が
沢
山
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
古
代
中
国
の
養
生
説
が

い
つ
も
神
仙
道
教

の
思
想
と
混
じ
り
合

っ
て
い
る
よ
う

に
、
神
仙
思
想
も

一
杯
で
あ
る
。
「茶

は

養
生

の
仙
薬
」
と
か
、
「古
今
を
通
じ
て

の
珍
し
い
得
難

い
仙
薬
」
(再
治
本
)

な
ど
と
い
う
よ
う
な
の
は
、
常

に
口
に
す

る
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
そ
の
上
、
「仙
人

に
は
苦
行
仙
と
服
薬
仙
の
二
種
類
が
あ
る
。
苦
行
仙

と
い
う
の
は
食
味
を
断

っ
て
、

一
粒
の
米

つ
ぶ
や
粟

つ
ぶ
な
ど
を
服
し
て
、
し

か
も
長
い
間
命
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
り
、
服
薬
仙
と
い
う
の
は
諸
種

の
薬
を

服
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
長

い
間
命
を
保

つ
も

の
で
あ
る
。
」
と
い
う
よ
う

に
、
ま
る
で
神
仙
道
教

の
辟
穀
と
い
う
な
ど
養
生
術
を
宣
伝
す
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
注
意
す
べ
き
は
、
栄
西

の
述

べ
て
い
る
喫
茶
養
生

の
具
体
的
な
方
法

が
、

一
般
的
意
味
で
の
医
療
方
法
に
属
さ
ず
、
常

に
日
常

の
飲
食
生
活
に
お
い

て
喫
茶
を
提
唱
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「五
臓

の
好
む
味
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
て
い
て
、
あ
る

一
つ
の
臓
が
好
む
味
を
多
く
摂
れ
ば
、
そ
の
臓
だ
け
が
強
く

な
り
す
ぎ

て
、
他

の
臓
を
し
の
ぎ
、
そ
の
た
め
に
互
い
に
病
気

に
な
る
の
で
あ

る
。
辛

・
酸

・
甘

・
鹹

の
四
味
は
、
何
時
も
存
在
す
る
も

の
で
あ

っ
て
、
し
ょ

っ
ち

ゅ
う
食

べ
る
け
れ
ど
も
、
苦
味
だ
け
は
何
時

で
も
あ
る
と
は
限
ら
な
い
か

ら
、
お
の
ず

か
ら
摂
取
し
な
い
。
だ
か
ら
心
臓
以
外

の
四
臓
は
強
く
な
る
が
、

心
臓
は

つ
ね
に
弱
く
な
り
、
そ
の
結
果

つ
ね

に
病
気

(日
本
で
は
そ
の
病
の
こ

と
を

「心
助
」
と
名
づ
け
て
い
る
)
に
な
る
の
で
あ
る
。
も
し
心
臓
を
病
む
時
は
、

す
べ
て
の
味
が
、
み
な
不
調
和
に
な

っ
て
、
食
う
と
吐
く
し
、
ど
う
か
す
る
と

あ
ら
ゆ
る
食
物
を
う
け

つ
け
な
く
な
る
。
い
ま
茶
を
用
い
る
の
は
、
心
臓
を
健

全
に
し
て
病
気
を
な
く
さ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
に
外
な
ら
な

い
。
特

に
記
憶
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
心
臓

に
病
が
あ
る
時
に
は
、
人
の
皮
膚

の
色

が
悪
く
な
り
、
そ
の
病

の
た
め
に
命
も
短
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本

で
も
外
国

で
も
、
そ
の
料
理
の
も

つ
味

は
同
じ
で
あ
り
、

一
体

に
苦
味
を
欠
く

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
中
国

の
人
は
心
臓
が
好
む
と
こ
ろ
の
苦
味
を
も

つ
茶

を

の
む
の
に
対
し
て
、
日
本
の
人
は
そ
れ
を

の
ま
な
い
。
従

っ
て
中
国

の
人
は

心
臓

の
病
気
が
な
く
長
生
で
も
あ
る
。
中
国

の
人
が
長
わ
ず
ら
い
を
し
て
、
や

せ
衰
え
る
こ
と

の
な
い
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
反
し
て
わ
が
国

の
人
は
心
臓
が
悪
く
、
長
わ
ず
ら
い
を
し
て
、
や
せ
衰
え
る
こ
と
が
多

い
。
結
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局
そ
れ
は
、
わ
が
国
の
人
が
中
国
の
人

の
よ
う
に
茶
を
の
ま
な
い
こ
と
に
起
因

す
る
の
で
あ
る
。
」
と

い
う
よ
う
に
、

い
わ
ゆ
る
五
味
を
程
よ
く
摂

っ
て
養
生

す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
日
常
的
な
料
理
を
食
べ
ド
リ
ン
ク
を
飲
む
時
に
行
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

栄
西
は
、
更
に
五
味

に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
解
釈
を
述
べ
そ
の
意
味
を
確
認

し
た
。
「そ

の
五
味
と
は
、
酸
味

は
み
か

ん

・
橘

・
柚
な
ど

で
あ
り
、
辛
味

は

し
ょ
う
が

・
こ
し
ょ
う

・
高
良
橿
な
ど

で
あ
り
、
甘
味
は
砂
糖
で
あ
り
、
い
っ

さ
い
の
食
味
は
こ
の
甘
味
を
も

っ
て
性
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
苦
味
は
茶

・
青

木
香
な
ど

で
あ
り
、
鹹
味
は
塩
な
ど
で
あ

る
。」

(再
治
本
)
と
。

い
ず
れ
も
日

常
に
食
用
と
す
る
果
物
や
料
理
調
味
品
や
飲
み
物

で
あ
る
。

故

に
、
『喫
茶
養
生
記
』
は
、
日
本

の
ほ
か
の
茶
書
と
は
類
を
異

に
す
る
が
、

必
ず
し
も

一
般
的
意
味

で
の
医
薬
書
と
は
言
え
な
い
。

栄
西
は
古
代
中
国

の
養
生
理
論
思
想
を
以
上

の
よ
う
に
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、

更
に
自
分

の
考
え
方
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ら

の
喫
茶
養
生
の
理
論

に
対
し
て
改
変

を
も
行

っ
た
。

栄
西

の
喫
茶
と
養
生
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
証
は
、
心
臓
と
苦
味
を
際
立

た
せ
る
基
礎

の
上
に
立

っ
て
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
五
臓

の
中

で
は
、
心
臓
が
も

っ
と
も
重
要

で
あ

る
。
「五
臓

の
中

で

は
心
臓
が

一
番
大
事
な
も

の
で
あ
ろ
う
。
」
「
と
こ
ろ
で
少
し
で
も
心
臓

の
こ
と

を
気

に
か
け
て
い
な
い
と
、
五
臓
全
体
が
無
力

に
な

っ
て
し
ま
う
。
ま
た
五
臓

の
こ
と
を
心
に
か
け
て
い
な
い
と
、
身
命

に
危
険
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
あ

る
。
従

っ
て
、
茶
が
苦
味
を
含
む
た
め
に
心
臓
を
健
全
に
維
持

で
き
る
の
で
、

一
番
重
要
な
も
の
に
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
「心
臓
を
健
全

に
す
る
妙
術

と
い
う

の
は
、
ほ
か
で
は
な
い
、
茶
を
飲
む
こ
と
が
そ
れ
な
の
で
あ

る
。」
「も

し
五
臓
が
不
調

で
あ
り
、
心
神
が
不
快
な
時

に
は
、
茶
を
飲

め
ば
よ
い
。
そ
う

す
れ
ば
き

っ
と
心
臓

の
調
子
を
よ
く
し
、
す

べ
て
の
病
気
を
な
お
せ
る
で
あ
ろ

う
。
心
臓
の
調
子
の
よ
い
時
は
、
た
と
え
他

の
内
臓
に
病
気
が
あ

っ
て
も
、
そ

れ
が
ひ
ど
く
悪
化
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
」
「心
臓
は
五
臓
の
う
ち
で
君

主
に
た
と
、兄
ら
れ
る
。
そ
し
て
茶

の
も

つ
味
は
す
べ
て
の
も

の
の
中
で
最
上
位

で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
苦
味
は
諸
味
の
最
上
位
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
す

べ
て
の
最
上
位
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
心
臓
は
茶

の
も

つ
苦
味
を
好
む

の
で

あ
る
。
従

っ
て
ま
た
こ
の
苦
味
を
摂
る
こ
と
に
よ

っ
て
心
臓
を
健
全

に
す
れ
ば
、

そ
の
臣
下
に
あ
た
る
そ
の
他

の
内
臓
を
安
全

に
す
る
こ
と
が
出
来

る
。」
と
い

う
。要

約

し
て
い
え
ば
、
栄
西

の
喫
茶
と
養
生

の
関
係
に
つ
い
て
の
論
証

の
ロ
ジ

ッ
ク
の
大
筋
は
次

の
よ
う
で
あ
る
。

五
臓
和
合
の
中
心
を
心
臓
に
お
き
、
五
味

の
中
心
で
心
臓

に
対
応
す
る
も
の

が
苦
味

で
あ
る
か
ら
、
苦
味
を
最
上
位
と
見
な
し
て
茶
を
飲
用
す
べ
き
こ
と
を

提
唱
し
て
い
る
。
若
し
く
は
、
茶
-
苦
味

ー
心
臓
強
化
-
五
臓
調
和

-
延
命
長

寿
と
い
う
よ
う
な
図
式
を
立
て
て
い
る
。
勿
論
、
こ
の
図
式

の
序
列

は
反
転
さ

せ
て
も
構
…わ
な
い
。

栄
西
の
こ
の
図
式
と
唐
宋

の
喫
茶
養
生
説
と
を
比
べ
る
と
、
両
方

の
差
異
は
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著
し
い
。
少
な
く
と
も
、
次

の
よ
う
な
点

に
そ
れ
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

第

一
に
、
中
国
の
医
薬
養
生
学
に
お
い
て
は
、
苦
味
を
諸
味
の
中

の
最
上
位

と
見
な
す
よ
う
な
見
方
は
な
い
。
第
二
に
、
中
国
で
は
茶

の
味
に
は
単
な
る
苦

味
だ
け
で
な
く
甘
味
も
あ
る
と
見
な
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
茶
の
苦
味
が
嫌
い

で
甘
味
が
好
き
で
あ
る
。
更

に
は
、
中
国

の
喫
茶
養
生
説

に
お
い
て
、
茶
と
心

と
の
関
係
は
主
と
し
て
心
理
的

・
精
神
的

な
修
養
で
あ
り
、
生
理
的

に
心
臓
本

体

に
対
す
る
強
化
で
は
な
い
。

栄
西

の
こ
う
い
う
論
証
図
式

は
理
論
上
、
中
国
養
生
説
を
改
変
し
た
結
果
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

2

「
喫
茶
養
生
記
」

に
お
け
る
関
連
資
料

の
選
択
と
改
変

素
材
を
取
捨
す
る
こ
と
に
は
、
著
者

の
意
志
が
反
映
さ
れ
る
。
『喫
茶
養
生

記
』

の
文
献
素
材

の
出
所

は
、
森
鹿
三
氏

の
考
証

に
よ

っ
て
、
主

に

『太
平
御

(
29

)

覧
』
巻
八
百
六
十
七

の
飲
食
部
二
十
五
、

お
よ
び

『証
類
本
草
』

で
あ
る
。
栄

西
は
こ
れ
ら
の
素
材

に
対

し
て
い
く

つ
か
の
選
択
と
改
変
を
行

っ
た
。

前
述

の
唐

の
母
景

の
喫
茶
が
体

に
悪

い
と
い
う
話
は
、
『大
唐
新
語
』
巻
十

一
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
『太
平
御
覧
』
が

殆
ど
そ
の
ま
ま
転
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
『太
平
御
覧
』
の
中

に
も
、
栄
西

が
引
用
し
た

『茶
経
』
と

『魏
王
花

木
志
』
な
ど

の
資
料

の
間
に
こ
の
話
が
並

べ
て
書

か
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
『証
類
本
草
』
の
茗

に
関
す
る
内
容

の
と
こ
ろ
に
も
二
度

ほ
ど
そ

の
話

が
転
載
さ
れ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し
転
載
さ
れ
た
喫
茶
と
養
生

に
つ
い
て
の
重
要
な
資
料

は
、
栄
西
が
き

っ
と
見

て
い
た
に
違

い
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
ど
う
し
て
見
て

見
な
い
ふ
り
を
し
て
引
用
し
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
唯

一
の
原
因
と
し
て

は
、
母
景

の
話
が
栄
西
の
大
い
に
宣
伝

し
て
い
る

「茶
が
養
生

の
仙
薬
、
寿
命

を
延
ぽ
す
妙
術
」
と
い
う
見
方
と
矛
盾

し
、
ま
た
当
時
の
日
本
人
が
喫
茶

の
常

識
さ
え
も
欠
く
情
勢

の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
話
を
導
入
し
た
ら
、
喫
茶

の
広
ま

り
に
悪
影
響
が
あ
る
と
心
配
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

も
う

一
つ
の
例
は
、
栄
西
が
日
本

に
伝
わ

っ
た
宋
の
製
茶
法
と
対
応
さ
せ
る

た
め
に
引
用
し
た
文
献
素
材
で
も
詳

し
く
取
捨
選
択
し
て
い
る
。
『太
平
御
覧
』

が

『茶
経
』
か
ら
転
載
し
て
い
る
茶

の
採
造
法
は
、
「茶

つ
み
の
日
に
雨
が
降

れ
ぽ
採
ら
な
く
、
晴
れ
て
も
雲

の
あ
る
日
は
採
ら
な
い
。
蒸
し
、
拍
き
、
焙
り
、

穿
く
、
封
じ
、
乾
す
。
」
と
。
こ
れ
は
す
べ
て
唐
代

の
固
形
餅
団
茶

の
作

り
方

で
あ
る
。
し
か
し
、
栄
西
が
留
学
時
に
実
際
見
学
し
た
宋
代

の
製
茶
法
は
こ
れ

と
は
全
然
違
う
。
彼
の

「調
茶
を
明
ら
か
に
す
る
章
」

に
は
、
次
の
よ
う
な
作

り
方
が
記
さ
れ
て
い
る
。
朝

の
間
に
採

っ
た
茶
葉
を
す
ぐ
に
蒸
し
、
そ
の
日
の

内

に
乾
燥
さ
せ
始

め
、
緩
急
よ
ろ
し
く
、
徹
夜
し
て
翌
朝
ま
で
に
焙
り
終
え
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
乾
燥
さ
せ
た
茶
葉
は
瓶
に
入
れ
て
密
封
し
、
外
気
を

遮
断
し
て
お
け
ぽ

一
年
以
上
は
変
質
は
し
な
い
と
言

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
る

で
栄
西
が
訪
れ
た
宋

の
浙
東
地
方
の
散
茶
と
い
う
よ
う
な
作
り
方
で
あ
る
。
宋

代
の
茶
は
だ
い
た
い
散
茶
と
片
茶
と
に
二
大
別
さ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
散
茶

(も

し
く
は
草
茶
と
も
言
わ
れ
た
)
は
、
採

っ
て
か
ら
、
蒸
し
、
焙

る
こ
と
だ
け
を
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し
て
、
茶
を
葉

っ
ぱ

の
ま
ま
で
乾
か
し

た
も

の
で
あ

る
。
「草
茶
は
両
浙

で
盛

ん
で
あ
る
」
と
、
欧
陽
脩

の

『帰
田
録
』

巻

一
に
は
そ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
片
茶
は
、
唐
代

の
餅
団
茶
よ
り
い
っ
そ
う
精
緻
な
固
形
茶

で
あ
る
。

そ
の
中
で
建
州
と
剣
州
に
生
産
さ
れ
る
片
茶

は
、
茶
葉
を
蒸
し
て
か
ら
、
さ
ら

に
研
き
、
竹
を
編

ん
だ

「模
」

に
入
れ
て
、
焙
室

の
中

に
お
い
て
乾
か
す
の
で
、

も

っ
と
も
清
潔

で
、
宋
代

の
茶

の

一
番
代
表
的
な
も

の
で
あ
る
。
栄
西
は
必
ず

し
も
こ
の
よ
う
な
固
形
茶

の
素
晴
ら
し
さ
が
分
か
ら
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
彼
の
伝
え
て
い
る
の
は
固
形
茶
と

は
違

っ
た
実
見
し
た
散
茶
で
あ
る
の
で
、

彼
が

『太
平
御
覧
』
か
ら
資
料
を
引
用

し
た
時
、
『太
平
御
覧
』

の
と
お
り
に

そ
の
ま
ま
に
す
べ
き
で
は
な
か

っ
た
の
は
当
然

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
『太
平
御

覧
』

の
転
載
し
て
い
る

『茶
経
』

の
製
茶
法

の
中
か
ら
、
拍

・
穿

・
封
な
ど
を

除

い
て
、
わ
ず
か
に

「
『茶
経
』
に
よ
れ
ば
、
雨
が
降

る
時

に
は
茶
を
摘
ま
な

い
。
ま
た
雨
が
降

っ
て
い
な
く
て
も
、
曇

っ
て
お
れ
ば
、
茶
を
摘
ま
な
い
し
、

焙
ら
な

い
し
、
蒸
さ
な
い
。
そ
の
効
果
が
あ
が
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
と
い

う
よ
う
に
な

っ
た
。

栄
西
の
素
材
を
選
ぶ
こ
と
は
、
決
し

て
単
な
る
孫
引
き
で
は
な
く
本
当

に
注

意
深

い
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
る
で
中
国

の
喫
茶
養
生
理
論
を
改
造

し
た
よ
う
に
、
栄
西
は
関
連
素
材
を

解
釈
す
る
時
に
も
、
自
分
の
必
要

に
よ

っ
て
、

い
く

つ
か
の
改
変
を
行

っ
た
。

そ
の
典
型
的
な
例
は
次

の
よ
う
な
西
晋

の
張
載

(孟
陽
)
の

「登
成
都
楼
」
詩

の
解
釈

に
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

芳
茶
冠
六
清
、
溢
味
播
九
区
。
人
生
苟
安
楽
、
茲
土
聊
可
娯
。

栄
西
は

『太
平
御
覧
』
か
ら
こ
の
詩
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
が
、
そ
の
後

の

解
釈
が
新
機
軸
を
生

み
出
し
た
。
ま
ず
、
「六
清
」
と
い
う
の
は
、
周
礼

の
天

官

・
膳
夫
職
に
あ
る

「飲
用
六
清
」

の
注
に
よ
る
、
水

・
漿

・
醴

・
醇

・
醤

・

馳

で
、
す
べ
て
飲
み
物
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
詩

で
は
、
茶
が

あ
ら
ゆ
る
飲

み
物

の
中

で
も

っ
と
も
勝
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
栄
西
は

こ
の
六
清
を

「六
清
と
は
六
根
清
明

の
略
で
あ
る
」
と
注
解
し
て
い
る
。
六
根

す
な
わ
ち
眼

・
耳

・
鼻

・
舌

・
身

・
意
が
清
浄
な
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
こ
と

に
仏
教

に
ふ
さ
わ
し
い
解
釈

に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
人
生
苟
安
楽
」

の
苟

は
、
い
や
し
く
も

・
も
し
の
意
味
で
、
こ
の
詩
は
本
来

「
こ
の
世

で
安
楽
を
も

と
め
る
な
ら
、
こ
の
地
方
が

た
の
し
め
る
所
で
あ
ろ
う
」
と
、
四
川
が
楽
土
で

あ
る
こ
と
を
歌

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
栄
西
の
注
解
で
は
、
全
然
変
わ

っ
て
い

る
。
「生
苟
と
は
菜
を
生

の
ま
ま
で
用
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
な
お
こ
こ
で
は

菜
を
生

の
ま
ま
用
い
る
と
、
身
体
は
安
楽

で
、
病
気
し
な
い
と

い
う
意
味
が
含

ま
れ
て
い
る
。
苟
は
菜

の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
可
娯
の
語
は
楽
し
む
の

意
味
で
あ
る
。
」
と
、
解
釈
し
て
い
る
。
も
し
古

い
中
国
語

の
常
識
を
少
し
で

も
持

っ
て
い
た
ら
、
こ
の
詩
を
ど
う
し
て
も
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き

で
は
な

い
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。
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3

栄
西
以
後
の
喫
茶
養
生
観
の
新
た
な
発
展

栄
西
の
後
、
日
本

に
お
い
て
は
、
茶
の
生
産
が
次
第
に
増
え
て
き
て
、
喫
茶

も
僧
侶
や
武
士
貴
族
な
ど
上
流
階
級
に
急
速

に
広
ま
り
盛
ん
に
嗜
ま
れ
、
そ
し

て
段
々
と
庶
民
社
会

に
も
伝
わ

っ
て
き
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
宋
の
極
め
て
発

達
し
た
茶
文
化

の
影
響
を
強
く
受
け
続
け

て
、
日
本
人
の
喫
茶
養
生
観
も

『喫

茶
養
生
記
』
を
土
台
と
し
て
、
新
し
い
発
展
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

第

一
に
、
喫
茶
養
生
の
見
方
が
広
く
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
あ

る
。『喫

茶
養
生
記
』
は
世

に
問
わ
れ
て
か
ら
、
次
か
ら
次

へ
と
筆
写
を
重
ね

て

来
た
。

こ
の
書
物

の
色
々
な
現
存
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
の

一
つ
に
史
料
編
纂
所

影
写
本
が
あ
り
、
こ
れ
は
栄
西

の
再
治
本
作
製
後
十

五
年
経

っ
た
寛
喜
元
年

(
一
二
二
九
)
に
書
写
さ
れ
た
原
本

に
よ

っ
て
、
永
仁
五
年

(
一
二
九
七
)
に
宗

明
な
る
僧
が
磯
長

の
僧
坊
で
伝
写
し
た
も

の
だ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
本
に
は
奥

書
に
続
け
て
、
養
生
方
、
房
内
法
、
抱
朴
子
、
食
時

の
用
事
、
用
茶
式
、
茶
調

法
な
ど
も
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
養
生
仙
術
で
あ
る
。

栄
西

に
茶
種
を
も
ら

っ
て
栂
尾
に
茶
を
植
え
た
明
恵
上
人
は
、
茶
の
十
徳
と

い
う
も

の
を
唱
え
た
。
そ
れ
は
、

一
、
諸
仏
加
護

二
、
五
臓
調
和

三
、
孝
養
父
母

四
、
煩
悩
消
除

五
、
寿
命
長
遠

六
、
睡
眠
自
除

七
、
息
災
延
命

八
、
常
用
無
障

九
、
諸
天
加
護

十
、
臨
終
不
乱

(
30
)

で
あ
る
。
こ
の
茶
の
十
徳
と
い
う

の
は
、
す
べ
て

『喫
茶
養
生
記
』

の
主
要
な

内
容

の
総
括

で
あ
る
。
明
恵
上
人
は
こ
の
よ
う
な
新
し
い
形
式
を
利
用
し
て
民

衆

に
茶

の
効
用
を
宣
伝
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

無
住

の

『沙
石
集
』

の
、
あ
る
牛
飼

い
と
茶
を
飲
ん
で
い
る
お
坊
さ
ん
と

の

面
白
い
話

の
中

で
、
僧
侶
た
ち
が
常

に
茶
を
使

っ
て
眠
気
を
覚
ま
し
消
化
を
助

(
31
)

け
性
欲
を
抑
え
た
と
い
う
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
唐
宋
人

の
喫
茶

の
利
害
と
い
う
見
方
も
広
く
確
認
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。

『喫
茶
養
生
記
』
(再
治
本
)
巻
下

の
本
文

の
終
わ
り

の
と
こ
ろ
に
次

の
よ
う

な
付
記
が
あ
る
。

「此

の
記
録

の
後
、
あ
る
人
が

『茶
を
喫
す
る
人
は
痩

せ
て
病
い
を
起
こ
す

と
云
々
』
と
い
う
の
を
聞

い
た
。
こ
の
人
は
自
分

の
考
え
の
間
違

っ
て
い
る
こ

と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
人
が
ど
う
し
て
茶
の
も

つ
薬
性
が
自

然

の
効
用
を
も

っ
て
い
る
こ
と
を
知
ろ
う
か
。
ま
た
い
ず
れ
の
国
、

い
ず
れ

の

人
が
茶
を
喫
し
て
病
い
を
起
こ
す
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ

と
を
い
う
に
証
拠
も
な
い
者
が
と
や
か
く
言
う
の
は
そ
ら
ご
と
で
し
か
な
く
、

茶

の
も

つ
効
能
を
い
た
ず
ら
に
そ
し
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
な
ん
の
役

に
も
立

た
な
い
。
」
と
。

こ
の
付
記
は
、
栄
西
本
人
の
話
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
論
外
に
置
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喫茶と養生についての中日比較

く
と
し
て
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
話
か
ら
、
『喫
茶
養
生
記
』
が
世
に
出
る
と
、

喫
茶
と
養
生
に
つ
い
て
の
否
定
的
な
考
え
も
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

宋

の
茶
文
化
を
い
っ
そ
う
多
く
導
入
し
、
喫
茶

の
経
験
を
積

み
重
ね
る
に
つ

れ
て
、
こ
の
よ
う
な
弁
証
法
的
な
見
方
も

ま
す
ま
す
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。西

芳
寺

の
庭
園
や
天
竜
寺
の
方
丈
庭
園

・
等
持
院

の
庭
園
な
ど
の
設
計
者
と

し
て
内
外

に
名
を
馳

せ
て
い
る
夢
窓
疎

石

(
一
二
七
五
-

一
三
五

一
)
は
、
次

の
よ
う
な
喫
茶
論
に
も
言
及
し
て
い
る
。

唐
人
の
常

の
習
ひ
に
て
、
皆
茶
を
愛
す
る
こ
と
は
、
食
を
消
し
気
を
散

ず
る
養
生
の
た
め
な
り
。
薬
も
皆

一
服
の
分
量
定
ま
れ
り
。
過
分
な
る
時

は
、
ま
た
た
た
り
を
な
す
。
こ
の
故

に
茶
を
も

の
み
す
ご
す
を
ば
、
医
書

に
こ
れ
を
制
し
た
り
。
昔
、
盧
全

・
陸
羽
等
が
、
茶
を
好
み
け
る
は
、
困

睡
を
さ
ま
し
、
蒙
気
を
散
じ
て
、
学

を
た
し
な
む
た
め
な
り
と
、
申
し
伝

へ
た
り
。
我
が
朝

の
栂
尾
の
上
人
、

建
仁
の
開
山
、
茶
を
愛
し
給

ひ
け
る

は
、
蒙
を
散
じ
睡
を
さ
ま
し
て
、
道

行
の
助
け
と
な
し
給
は
む
た
め
な
り

き
。
今
時
世
間
に
、
け
し
か
ら
ず
茶

を
も
て
な
さ
る
る
や
う
を
見
れ
ば
、

養
生

の
分

に
も
な
る
べ
か
ら
ず
。

い
は
む
や
そ
の
中

に
学

の
た
め
道

の
た

(
32
)

め
と
思

へ
る
人
あ
る
べ
し
や
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
夢
窓
疎
石
の
話
は
、
主
に
当
時
盛
ん
で
あ

っ
た
闘
茶
、

即
ち
茶
が
遊
興
の
旦
ハと
な

っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
非
難
を
行

っ
た
の
で
あ
る

が
、
唐
で
茶
を
飲
用
す
る
の
は
養
生

の
た
め
で
あ

っ
て
、
薬
も

一
定
の
分
量
が

す
ぎ
る
と
毒
気
を
も

つ
よ
う
に
、
茶
を
飲

み
す
ぎ
る
こ
と
も
制
限
せ
ら
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
と
も
説
明
し
て
い
る
。

著
作
年
代
が
南
北
朝
時
代
頃
と
推
定
さ
れ
る

『異
制
庭
訓
往
来
』

に
は
、
茶

の
利
益
と
弊
害
が
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
る
で
両
極
端

で
あ
る
。

凡
茶
有
徳
有
失
、
有
本
有
末
。
知
本
則
為
薬
、
好
末
則
為
毒
。
毒
則
為
萬

病
之
宗
。
薬
則
為
百
薬
之
長
。
而
今
有
服
茶
而
致
病
者
、
是
失
茶
之
本
好

(
33
)

茶
之
末
也
。

と
あ

っ
て
、
「
お
よ
そ
茶

に
は
徳
あ
り
失
あ
り
、
本
あ
り
末
あ

る
。
本
を
知
れ

ば
則
ち
薬
と
な
り
、
末
を
好
め
ば
則
ち
毒
と
な
る
。
毒
は
則
ち
万
病

の
宗
と
な

り
、
薬

は
則
ち
百
薬

の
長
と
な
る
。
而
る
に
今
、
茶
を
服
し
て
病
を
致
す
者
あ

り
、
是
れ
茶

の
本
を
失

い
て
茶

の
末
を
好
む
な
り
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
い
き
な
り
茶
を

「万
病

の
宗
」
と
い
う
地
獄

の
ど
ん
底

に
投
げ
込
む

よ
う
な
独
特
の
言

い
方

は
、
中
国

に
は
見
ら
れ
な
い
。

第
三
に
、
ま
す
ま
す
喫
茶
に
宗
教
的

・
精
神
的
な
意
義
が
与
え
ら
れ
た
。

鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
茶
の
薬
用
性

は
、

い
つ
も
僧
侶
た
ち
が
仏
教
を
広
め

る
た
め
の
庶
民
教
化

の
方
法
と
し
て
庶
民

へ
の
慈
善
救
済
な
ど

の
事
業
に
応
用

し
て
い
た
。
特
別
に
庶
民

へ
の
施
茶

は
、
「大
茶
盛
」
や

「皇
服
茶
」

の
こ
と
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が
あ
る
。
元
来
、

い
ず
れ
も
仏
前

に
供
え

た
茶

の
お
さ
が
り
を
人
々
に
施
し
た

(
34
)

行
事

で
あ
る
と
い
う
。
村
井
康
彦
氏

の
考
証
を
拝
借
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
更
に
次

の
よ
う
な
論
点
が
導
き
出
せ
る
と
思
う
。
即
ち
、

茶
を
仏
前

に
供
え
る
と
、
茶
は
人
間
の
意
識

の
中
で
普
通

の
薬
あ
る
い
は
飲

み

物

で
は
な
く
、
既
に
仏
に
向
け
て
こ
の
上

も
な
い
崇
敬

の
念
を
含
ん
で
い
る
も

の
に
な

っ
た
。
ま
た
、
も
し
仏
さ
ま
の
お
下
が
り
を
人
々
に
施
し
て
飲
ま
せ
れ

ば
、
こ
の
茶
は
薬
や
飲
み
物

の
天
然

の
効

用
を

一
層
超
越

し
て
、
神
聖
な
仏
性

の
象
徴

へ
と
昇
華
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
福

を
受
け
、
厄
を
払
い
、
万
病
を
治
す

と
い
う
霊
験
あ
ら
た
か
な
聖
水
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
茶
を
飲
ん
だ
ら
、
必
ず

長
寿
、
厄
を
払
う
こ
と
が

で
き
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
行
事
は

一
般
的
な

慈
善
救
済
と
は
違

い
、
茶
を
借
り
て
仏
の
賜
り
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
と
思
う
。

こ
れ
は
恐
ら
く
前
述

の

「諸
仏
加
護
」
と
い
う
話

の
旦
ハ体

的
な
例

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
村
上
天
皇
天
暦
五
年

(九
五

一
)
に
は
、
「疫
癘
流
行

し
て
死
す

る

者
数
し
ら
ず
。
空
也
上
人
大

に
こ
れ
を
憐

れ
み
、
十

一
面
観
音
像
を
作
り
て
、

車

に
載
せ
自
身
洛
中
を
牽
き
、
観
音
に
供

し
た
る
点
茶
を
以
て
、
病
者

に
与
、兄

(35

)

け
れ
ば
、
疫
を
免
れ
平
癒
す
る
も
の
甚
だ
多
し
。
」
こ
の
資
料

の
年
代
な
ど
は

論
外
に
置
く
が
、
こ
の
物
語
に
表
れ
て
い
る
意
味
は
前
述
の
お
下
が
り
の
意
味

と
違
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
勿
論
、
こ
の
場
合

の
喫
茶
を
通
し
て
保
健
療
疾

を
す
る
こ
と
は
、
そ
の
宗
教
的
な
意
義
が
非
常

に
著
し
い
。

仮

に
前
述

の
仮
説
が
成
り
立

つ
と
す
る
な
ら
ぽ
、
こ
の
場
合

の
喫
茶
養
生

は

中
国
と
の
区
別
は
か
な
り
大
き
い
。
中
国

に
お
い
て
、
仏
前

に
茶
を
供
え
る
こ

と
は
寺

の
し
き
た
り
で
、
寺
も
常
に
民
衆

に
茶
や
食
べ
物
な
ど
を
施
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
供
え
た
お
下
が
り
の
茶
を
人
間

に
施
す
と

い
う
よ
う
な
例

は
見
ら
れ
な
い
。
中
国

に
お
け
る
、
仏
前
と
か
、
神
前
と
か
、
祖
先

の
霊
前
や

墓
前
な
ど

の
と
こ
ろ
の
お
供
え
物
は
、
決
し
て
人
間
が
食
べ
て
飲
む
こ
と
は
で

き
な

い
と
い
う
民
俗
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
喫
茶

の
精
神
的
意
義
が
新

た
に
掘
り
起

こ
さ
れ
た
。

前
述

の

『異
制
庭
訓
往
来
』

の
茶
の
本
末
説

の
直
後
に
、
次

の
よ
う
な
話
が

あ
る
。其

味
苦
而
甘
者
茶
之
性
也
。
其
性
清
而
虚
者
茶
之
本
也
。
甘
則
信
之
義
也
。

苦
則
義
之
謂
也
。
信
与
義
者
萬
法
之
祖
也
。
味
此
味
時
流
入
諸
法
性
海
。

(
36

)

遊
歩
第

一
義
空
。
夫
養
清
虚
之
性
、
成
杳
冥
之
仙
者
、
知
茶
之
徳
者
也
。

と
あ

っ
て
、
「
そ
の
味
、
苦

に
し
て
甘
き
は
茶

の
性
な
り
。
そ

の
性
、
清

に
し

て
虚
な
る
は
茶

の
本
な
り
。
甘
は
則
ち
信

の
意
味
な
り
、
苦
は
則
ち
義

の
意
味

な
り
。
信
と
義
と
は
万
法

の
祖
な
り
。
こ
の
味
を
味
わ
う
時
は
諸
法
性
海

に
流

入
し
、
第

一
義
空

に
遊
歩
す
。
夫
れ
清
虚

の
性
を
養

い
、
杳
冥
の
仙
と
成

る
は

茶

の
徳
を
知
る
も
の
な
り
。
」
と
言

っ
て
い
る
。

こ
の
話
は
非
常

に
重
ん
ず
る
価
値
が
あ

る
と
思
う
。
周
知

の
通

り
、
仁

.

義

・
礼

・
智

・
信
と
い
う
も
の
は
、
儒
教

の
最
高

の
倫
理
規
範
で
あ
り
、
「
五
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常
」
と
称
さ
れ
る
。
茶
の
甘
味
は
信
と
見

な
さ
れ
、
苦
味
は
義
と
見
な
さ
れ
る
。

喫
茶

で
信
と
義
と
を
味
わ
う
こ
と
を
通
し
て
、
諸
法
性
海

に
流
入
、
第

一
義
空

に
遊
歩
し
、
清
虚

の
性
を
養

い
、
杏
冥

の
仙

に
成

る
、
と
い
う
よ
う
な
話

に
は
、

巧
妙

に
儒

・
仏

・
道

の
思
想
が
混
じ
り
合

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
ヶ
な
見
方
は
、

か
な
り
発
達
し
た
唐
宋
時
代

の
茶
文
化
に
も
見

つ
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
を
印
と

し
て
、
喫
茶
は
既
に
肉
体
養
生

の
枠
組
み
や
精
神
の
楽
し
み
の
範
囲
を
超
越
す

る
よ
う
に
な

っ
た
。
中
国
茶
文
化
を
受
容

し
た
後
の
明
ら
か
な
改
変

・
発
展
と

言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
思
想
を
土
台
と
し
て
、
日
本
茶
文
化
は

一
層
高
い
域

に
至
る
た

め
の
歴
史
の
扉
が
開
か
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

三

鎌
倉

・
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
中
国
茶
文
化

の
受
容

の
特
色

に
対
す
る
分
析

1

前
述

の
喫
茶
と
養
生

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
中
日
比
較
を
通
し
て
、
大
掴

み
に
言
え
ば
、
鎌
倉

・
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
中
国

の
茶
文
化
に
対
す
る
日
本

の
受
容
は
、
選
択

・
受
け
継
ぎ

・
改
変

・
発
展
と
い
う
よ
う
な
特
色
が
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。

2

こ
れ
ら
の
特
色
は
新
た
な
時
代
を
北旦
示
に
し
て
現
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

鎌
倉
と
そ
れ
以
後

の
武
家
幕
府
時
代
は
、
新
し
い
学
説

・
新
し
い
思
想
を
求

め
た
時
代

で
あ

っ
た
。
政
権
を
奪

い
取

っ
た
幕
府
は
、
文
化

の
上

に
も
公
家

・

皇
室
に
対
す
る
優
勢
を
切

に
求
め
て
い
た
。
従

っ
て
そ
の
政
治
地
位
を
固
め
る

た
め
に
、
徐
々
に
自
分

の
要
求
に
相
応
し
い
文
化
体
系
を
形
作
る
よ
う
に
な

っ

た
。
こ
の
よ
う
な
優
勢
を
得
る
近
道
は
、
日
本
と
中
国
と
の
交
流

の
前
線
を
独

占
し
て
、
公
家

の
代
わ
り
に
文
化
を
取
り
込
む
新
し
い
担
当
主
体

に
な
る
こ
と

で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
奈
良

・
平
安
時
代
よ
り

一
層
大
規
模
な
文
化
を
導
入
す

る
高
ま
り
が
盛
り
上
が

っ
て
き
た
。
禅
宗
と
か
、
宋
学
と
か
、
茶
文
化
な
ど
は
、

す
べ
て
先
進
的
な
大
陸
文
化
の
代
表
と
し
て
導
入
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
安
時
代
の
後
半
期

に
は
、
日
本
が
次
第
に
中
国
風
文
化
か
ら

の
離
脱
を
始
め
て
、
日
本
化

へ
の
創
造
を
始
め
た
。
こ
れ
は
国
風
化
と
言
わ
れ

て
い
る
。
鎌
倉
時
代

に
な

っ
て
、
日
本
文
化

の
本
土
化
は
、
そ
の
歩
調
を
ど
ん

ど
ん
速
め
て
い
っ
て
、

一
方
で
は
中
国
文
化
を
大
規
模
に
導
入
し
、
も
う

一
方

で
は
、
日
本
の
本
土
文
化
も
熟
成
を
始
め
て
相
対
的
な
自
立
性
が

み
ら
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
。

導
入
と
自
立
と
が
並
行
し
て
進

め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
期

の
日

本
文
化
が
奈
良

・
平
安
時
代
よ
り
違

っ
た
際
立

つ
特
徴
で
あ

っ
た
と
思
う
。
ま

た
、
導
入
で
も
奈
良

・
平
安
時
代

の

一
辺
倒
か
ら
脱
し
て
、
選
択
的
導
入
を
す

る
よ
う
に
な

っ
た
。
鎌
倉
時
代

の
文
化
は
、
導
入
と
自
立
と
い
う
矛
盾
し
た
二

つ
の
要
素
が
互

い
に
入
り
組
ん
で
発
展
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

導
入
と
い
う

の
は
、
外
来
文
化

の
受
容
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

自
立
と
い
う
言
葉

に
は
日
本
固
有

の
民
族
文
化
が
独
立
的
な
発
展
を
成
し
遂
げ

て
い
る
ほ
か
に
、
受
容
し
た
外
来
文
化
を
日
本

の
風
土
と
日
本
人
の
感
性
や
信

条

に
よ

っ
て
、
改
変

・
派
生
す
る
と
い
う
変
容
の
意
味
も
あ
る
と
思
う
。
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夢
窓
疎
石
の
、

茶
を
好
む
こ
と
は
同
じ
け
れ
ど
も
、

そ
の
人

の
心
に
よ
り
て
、
損
あ
り
益

(
37
)

あ

り

。

と
い
う
話
は
、
鎌
倉

・
南
北
朝
時
代
の
喫
茶
養
生
説
を
含

ん
で
い
る
日
本
の
茶

文
化
が
、
選
択
的
受
容

・
派
生
的
変
容
と

い
う
特
徴
を
極

め
て
巧
み
に
概
括
し

た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

3

選
択
と
改
変

の
意
義

唐
宋
時
代

の
中
国
の
茶
文
化
は
多
彩
で
あ
り
、

マ
ク
ロ
な
文
化
の
シ
ス
テ
ム

の
中

で
、
様
々
な
社
会
的
職
能
を
引
き
受

け
て
い
て
、
先
進
的
な
生
活
方
式
や

文
明

の
精
神
風
習
な
ど
を
示
し
て
い
る
。
最
澄

・
空
海

・
円
仁
な
ど
か
ら
、
成

尋

・
栄
西

・
道
元
な
ど
、
次
々
と
中
国
に
行

っ
た
日
本
人
は
、

こ
の
魅
力

に
吸

い
寄
せ
ら
れ
な

い
者
は
な
か
っ
た
。
円
仁

の

『入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
も
、

成
尋

の

『参
天
台
五
台
山
記
』
に
も
、
茶

に
つ
い
て
の
記
録
が
沢
山
残

っ
て
い

る
。
栄
西
は
、
こ
れ
に
対

し
て
更
に
傾
慕

の
念
を
抱

い
て
、
こ
れ
を

「大
国

の

風
」
「近
代

の
術
」
と
称
し
た
。

し
か
し
、
複
雑
な
中
国
茶
文
化

の
世
界

に
直
面
し
て
、
そ

の
中

で
最
も
受
け

入
れ
易

い
も
の
は
何
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。
栄
西
は
彼

の
鋭

い
目

つ
き
で
巧
妙

に
養
生
と
い
う
問
題
を
掴

ん
だ
。
命
を
惜
し
み
死
を
畏
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

ど
の
民
族
、
ど
の
時
代

の
人
間
に
と

っ
て
も
同
じ
本
意

で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
宗

教

に
も
共
通
し
て
い
る
核
心
的
な
問
題
で
あ
る
。
複
雑
な
中
国
茶
文
化

の
中

か

ら
、
養
生
し
か
際
立

た
せ
な
い
と
い
う

の
は
、
栄
西
が
優
れ
た
見
識
で
選
ん
だ

結
果

で
あ
る
。

事
実
は
既
に
証
明
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
栄
西
の
選
択
は
、
大
き
な
成
功
を

収
め
た
ば

か
り
で
な
く
、
茶
文
化

の
発
展

の
特
殊
な
客
観
的

ル
ー
ル
と
も
ぴ

っ

た
り
と
合
致
す
る
。

茶
文
化
と
い
う
も

の
は
生
活
文
化

の
枠
組
み
に
属
し
、
宗
教
や
、
思
想

・
文

学

・
芸
術
な
ど
と
は
や
や
違
い
、
そ
れ
が
ず

っ
と
茶

の
実
用
性
を
基
礎
と
す
る
。

茶
若
し
く
は
喫
茶
を
除

い
た
ら
、
茶
文
化
と

い
う
も
の
も
な
く
な
る
。
喫
茶
、

そ
し
て
茶

の
自
然

の
効
験
を
発
揮
す
る
こ
と
を
通
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
茶

の

精
神

・
理
念

・
信
仰

・
儀
礼

・
芸
術
な
ど
が
引
き
出
さ
れ
る
。
中
国
や
、
日
本
、

イ
ギ
リ
ス
で
も
、
茶
文
化

の
発
生

の
ル
ー
ト
を
辿
る
と
、
す
べ
て
茶

の
飲
食
、

或

い
は
医
薬
養
生
と

い
う
よ
う
な
実
用
性

か
ら
、
次
第

に
社
会
的

・
人
文
的
な

ど
の
働
き
が
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
世
界
茶
文
化

史
上
に
お
け
る
同
じ
現
象
は
、
更
に
栄
西
の
選
択

の
先
見
の
明
と
偉
大
さ
を
現

し
て
い
る
。

中
国
と
日
本

の
現
在

の
茶
文
化
の
相
違
は
見
え
や
す

い
の
で
あ
る
が
、
実
に

両
者

の
問
に
違

い
が
あ
る
こ
と
は
栄
西

の
時
代
か
ら
出

て
き
た
。
日
本

に
お
い

て
、
茶
文
化
は
選
択
的
受
容

・
派
生
的
変
容
と
い
う

ル
ー
ト
に
沿

っ
て
、
茶
道

を
代
表
と
し
て
の
日
本
独
特

の
茶
文
化

の
形
態
を
育
成
し
発
展
さ
せ
て
き
た
と

思
う
。

42



喫茶 と養生についての中日比較

こ
の
必
然
的
な
歴
史
的
発
展

の
結
果

の
源
は
、
『喫
茶
養
生
記
』
に
あ
る
と

私
は
考
え
る
。

[附
記
]

本
稿
は
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
の
客
員
助
教
授
と
し
て
行

っ
て
い
る

「中
日
茶
道
文
化
比
較
研
究
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
一
部
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
千
田
稔
教
授
に
大
き
な
お
助
け
を
頂
戴
し
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
。

注(1
)

熊
原
政
男

『鎌
倉

の
茶
』

河
原
書
店
、

一
九
四
八
年

(2
)

布
目
潮
楓

『中
国
喫
茶
文
化
史
』

岩
波
書
店
、

一
九
九
五
年
、
九
～
五
四

頁
(3
)

『梅
堯
臣
集
編
年
校
注

・
補
遺
』

上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
○
年
、

一

一
五

一
頁

(4
)

『蘇
軾
詩
集
』
巻
二
十

一

中
華
書
局
、

一
九
八
二
年

(5
)

『全
唐
詩
』
巻

一
百
七
十
八

中
華
書
局
、

一
九
六
〇
年

(6
)

前
掲

(5
)
巻
三
百
八
十
八

(7
)

前
掲

(5
)
巻
五
百
六
十

(8
)

『全
唐
文
』
巻
七
百
二
十
、
李
珪

『論
王
播
増
権
茶
疏
』

中
華
書
局
、

一

九
八
三
年

(9
)

王
安
石

『臨
川
集
』
巻
七
十

文
淵
閣
四
庫
全
書

(
10
)

前

掲

(
5
)
巻

五
百

八
十

一

(
11
)

前

掲

(
5
)
巻

二
百

四
十

四

(
12
)

前

掲

(
5
)

巻

七
百

二
十

三

(
13
)

『
旧

五
代
史

』
巻

四
十

、

『唐

書

・
明
宗

本
紀

』

中

華
書

局
、

一
九

七

六
年

(
14
)

前

掲

(13
)

巻

七
十
九

、

『晋

書

・
高
祖

本
紀

』

(
15
)

前

掲

(
5
)
巻

四

百
五

十

八
、
白

居

易

「
継
之

尚
書

自

余

病
来

寄

遺

非

一

又
蒙
覧

酔
吟

先
生

伝
題

詩
以

美
之

今
以

此
篇

用
伸

酬
謝

」

(
16
)

円
仁
著

、
深

谷
憲

一
訳

『
入
唐
求

法
巡

礼
行

記
』
巻

第

二

中
央

公
論

社
、

一
九

九
〇
年

、

三

一
八
頁

(
17
)

蘇

轍

『
奕
城

集
』

巻

四

四
部
叢

刊

(
18
)

前

掲

(
5
)
巻

六
百
十

一

(
19
)

『
朱

子
語
類

』
巻

一
百

三
十

八
、

『
雑
類

』

中

華
書

局
、

一
九
九

四
年

(
20
)

趙

令
時

『侯

鯖
録

』
巻

三

文
淵

閣

四
庫
全

書

(
21
)

陸

游

『
剣
南

詩
稿

』
巻

七
十

一

文
淵

閣

四
庫
全
書

(
22
)

前

掲

(
5
)
巻

一
百
九

十

三

(
23
)

前

掲

(
5
)
巻

二
百

三
十
九

(
24
)

前

掲

(
5
)
巻

八
百

二
十

一

(
25
)

前

掲

(
5
)
巻

四
百

三
十

(
26
)

劉
粛

『大
唐

新
語

』
巻

十

一

中

華
書

局
、

一
九

八

四
年

(
27
)

前

掲

(
20
)
巻

四

(
28
)

森

鹿

三

『
「
喫

茶
養

生

記
」
補

注

』
、
千

宗

室
総

監

修

『茶

道

古

典
全

集

』

第

二
巻

淡

交
社

、

一
九

五
八
年

、

七
八
頁

(
29
)

『
「
喫
茶

養
生

記

」
解
題

』
、
前

掲

(
28
)

一
四
三
～

一
四
九
頁

(
30
)

千

宗

室

『
「
茶

経
」

と
我

が

国
茶

道

の
歴

史

的
意

義

』

淡

交

社

、

一
九

八
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三
年

、

一
〇

九
頁

(31
)

無
住

著
、

渡
辺

綱
也

校
注

『沙

石
集

』
拾
遺

岩
波

書
店

、

一
九
六

六
年
、

五

〇
〇
～

五

〇

一
頁

(32
)

夢
窓

疎

石

著
、

川
瀬

一
馬
校

注

『
夢
中

問

答

集

』
中

講

談

社
、

一
九
七

六
年

、

一
五

九
頁

(33
)

『群

書
類

従
』

巻

一
百

四
十
所
収

、
續

群
書

類
従

完
成

会

、

一
九

六

〇
年

(34
)

千
宗

室

監
修
、

村
井

康
彦

著

『
茶
道

史
』

淡
交

社
、

一
九

八
○

年
、

=
二

～

三

二
頁

(35
)

黒

川
真
道

『
日
本
喫

茶
史

料
』

青

山
堂
書

房

、

一
九
〇

九
年
、

一
〇
頁

(36

)

前
掲

(33
)

(37
)

前
掲

(32
)

一
六

〇
頁
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